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今
月
の
広
報

　表紙は、1 月 11 日に約 500 人が参加して行われた八千代
座開業 100 周年記念祝賀式典の口上の一コマ。
　かみしも姿で登場した地元の小・中・高校生３人は、八千
代座への思いを述べました。
　中原冴

さ あ や

彩さん（山鹿小 6 年）は「１月 28 日に八千代座で
学習発表会を行う。未来の山鹿のまちがさらに発展するように
山鹿の伝統を守り続けていく」、田中悠

ゆ う り

理さん（山鹿中 2 年）
は「立志式を１月 17 日に八千代座で行う。山鹿の貴重な財産
である八千代座をもっとＰＲしたい」、迎田健

け ん た ろ う

太朗さん（鹿本
高校 2 年）は、「人気グループのエグザイルを八千代座に呼ぶ
運動をしている。応援して欲しい」と歌舞伎役者に負けない口
上を披露。会場から「お見事」の声が。

松下　昂
こ う と く

篤さん
（山鹿小６年）

私
が
書
き
ま
し
た

　
４
月
か
ら
中
学
生
に
な

り
ま
す
。
小
学
生
の
思
い

出
に
し
た
い
と
思
っ
て
書

き
ま
し
た
。
卒
業
ま
で
残

り
わ
ず
か
で
す
。
自
分
の

ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　12月 28日、3月 12日から公開される映画「SP」

革命篇の PRに波多野貴文監督が市長を表敬訪問。

波多野監督は、山鹿市鹿本町出身。地元の高校を卒

業し、東京の大学へ進学。卒業後、数々のテレビド

ラマの演出、映画の助監督を経て、昨年公開された

話題作「SP　THE　MOTION　PICTURE」で映

画監督デビュー。波多野監督は、現在 37歳。これ

からの活躍が楽しみです。
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  さくら湯よもやま話①

歴史編
藩
主
の
休
泊
所
と
し
て

使
わ
れ
た「
御
茶
屋
」か
ら

市
民
温
泉
へ

　「
御
茶
屋
」
は
、
藩
主
・
幕
府
の
上
使
（
江
戸
幕
府
か
ら
諸
大

名
な
ど
に
上
意
伝
達
の
た
め
に
派
遣
し
た
使
者
）
や
他
所
の
賓

客
の
休
泊
に
あ
て
ら
れ
、
南
関
・
山
鹿
・
川
尻
・
小
川
・
日
奈
久
・

佐
敷
・
大
津
・
内
牧
・
久
住
・
野
津
原
・
鶴
崎
・
佐
賀
関
の
ほ
か
、

藩
主
の
休
養
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
水
前
寺
・
阿
蘇
郡
的
石
な

ど
の
御
茶
屋
も
あ
り
、「
山
鹿
御
茶
屋
」
に
つ
い
て
は
、
細
川
忠

利
公
が
肥
後
に
入
国
し
た
一
六
三
〇
（
寛
永
九
）
年
十
二
月
八

日
に
宿
泊
し
、
こ
こ
で
衣
装
を
と
と
の
え
て
、
翌
九
日
に
熊
本

城
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
山
鹿
市
史
か
ら
）

「
山
鹿
町
絵
図
」
に
見
る
温
泉
の
配
置

　
一
七
六
三
（
宝
暦
十
三
）
年
に
書
か
れ
た
山
鹿
町
絵
図
に
は
、

「
御
前
湯
」「
御
次
湯
」「
外
湯
」「
馬
立
」
の
表
記
が
あ
り
、
四

つ
の
温
泉
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
御
前
湯
は
殿
様
と
重
臣
の
湯
、
御
次
湯
は
藩
家
臣
用
、
外
湯

は
庶
民
用
で
男
女
混
浴
で
し
た
。

　
建
物
の
周
り
に
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
御
前
湯
、
御
次
湯
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
専
用
の
門
が
付
き
、
外
湯
に
は
別
の
入
口
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
薬
師
堂
が
そ
の
東
側
、
北
の
街
路
に
沿
っ
て
建
ち
、
垣
の
内

側
は
庭
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

幾
度
も
の
大
改
修
を
経
た
さ
く
ら
湯
の
歴
史

　「
御
茶
屋
」
と
し
て
歴
史
を
刻
み
始
め
た
さ
く
ら
湯
は
、
明
治

三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
大
改
修
で
「
市
民
温
泉
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、「
道
後
温
泉
」
の
棟
梁
・
坂
本
又
八
郎
氏
を
招
い
て

行
っ
た
明
治
三
十
一
年
の
改
修
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
改
修

な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
改
修
を
重
ね
て
い
き

ま
し
た
が
、
明
治
三
年
の
改
修
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
、
大
屋

根
の
棟
と
そ
れ
に
直
交
す
る
龍
の
湯
の
棟
（
十
字
ク
ロ
ス
構
造
）

は
基
本
骨
格
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
龍
の
湯
の
棟
は
、
江
戸
期
の
「
御
前
湯
」
の
棟
を
残

し
て
使
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
さ
く
ら
湯
は
江
戸
期
の
雰

囲
気
を
残
し
つ
つ
、
つ
く
り
重
ね
ら
れ
た
建
築
で
あ
り
な
が
ら

群
棟
型
に
な
ら
ず
、
十
字
ク
ロ
ス
構
造
と
い
う
強
い
全
体
性
を

維
持
し
な
が
ら
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
た
、
日
本
建
築
と
し
て

は
非
常
に
ま
れ
な
例
と
言
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御前湯・御次湯・外湯・馬立の表記がある「山鹿町絵図」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1763（宝暦 13）年

思い出編
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
、
私
は
初
め
て
妻
の
実
家
の
あ
る
山
鹿

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
戦
後
を
ひ
き
ず
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
が
、
広
町
、

九
日
町
、
温
泉
通
、
中
町
商
店
街
な
ど
、
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ

い
ぶ
り
で
し
た
。

　
そ
の
に
ぎ
わ
い
の
中
心
に
ど
し
っ
と
構
え
て
い
た
の
が
「
さ

く
ら
湯
」。
当
時
は
大
型
の
浴
場
施
設
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
大

き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、入
っ
て
み
て
ま
た
ビ
ッ

ク
リ
！
天
井
の
高
さ
、
木
造
の
雰
囲
気
の
良
さ
、
湯
煙
の
香
り
、

鍋
田
石
の
階
段
を
下
り
、
湯
船
に
体
を
し
ず
め
た
と
き
の
気
持

ち
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　
ご
老
人
が
仮
眠
し
て
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
湯
船
の
底
に

敷
き
つ
め
ら
れ
た
玉
砂
利
を
ひ
ろ
い
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
し
て
い
た
り
す
る
姿
を
見
て
、
都
会
の
銭
湯
に
は
な
い
面
白

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
四
十
七
年
三
月
、
山
鹿
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
縁
あ
っ
て
さ
く
ら
湯
南
口
前
で
商
売
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
朝
夕
の
さ
く
ら
湯
通
い
が
日
課
に
な
り
、
常

連
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
も
で
き
か
け
た
こ
ろ
、
解
体
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
し
い
ビ
ル
の
中
に
さ
く
ら
湯
が
完
成
。
お
湯
の

質
も
変
わ
ら
ず
、
現
代
的
で
素
晴
ら
し
い
温
泉
で
し
た
が
、
何

か
も
の
足
ら
な
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
度
の
さ
く
ら
湯
は
木
造
で
昔
の
雰
囲
気
が
再
現
さ
れ
る
と

の
こ
と
。

　
ま
た
再
び
、
わ
が
店
の
前
に
さ
く
ら
湯
が
「
ど
ん
」
と
構
え

る
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
ぜ
い
た
く
か
な
？

見
て
ビ
ッ
ク
リ
、入
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。

堀
川  

武
治
さ
ん

（
中
町
）

御
前
湯

御
次
湯

外
湯

馬
立

薬
師
堂

山鹿温泉のシンボル「さくら湯」の再生事業にあわせ、
「さくら湯」の歴史と思い出を連載します。
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確定申告・市県民税申告

★還付申告ができる人
　①平成 22 年中に中途退職した給与所得者で、源泉徴収税を
　　納め過ぎになっている人
　②各種所得控除・税額控除を追加する人
　期間▷２月１日㈫〜 15 日㈫　（土日祝祭日を除く）
　　　　　※2月８日㈫は申告相談を受け付けていません。
　　　　午前９時〜 11 時 30 分　午後１時〜４時
　会場▷市役所３階第１会議室
★税法改正により昨年と変わったこと
　①���寄附金控除の改正（所法 78）
　　�寄附金控除について、適用下限額が５千円から２千円

に引き下げられました。
　②政党等寄附金特別控除の改正（措法 41の 18）
　　��平成 26 年 12 月 31 日までに支出した寄附金に係る政

党等寄附金特別控除について、税額控除の計算の対象
となる政党等寄附金の適用下限額が５千円から２千円
に引き下げられました。

★申告の時忘れてはならないもの
　①��市役所から配布した住民税の申告書または、税務署から

　今年も市・県民税と所得税の申告時期が近づきました。も
し、申告を忘れてしまうと、所得の確定ができないため、児
童手当、保育園入園、公営住宅入居などの手続きに必要な
所得関係の証明書が交付できません。また、国民健康保険税
（後期高齢者医療保険料）などの軽減措置が受けられなくな
る場合があります。必ず期限内に申告しましょう。分からない
点がありましたら、気軽にお問い合わせください。

…山鹿税務署　☎ 44‐ 2181
または、市役所・税務課市民税係　☎ 43‐ 1120

問

送付された確定申告書やはがきをお持ちの人は、その申
告書を必ず記入し、印鑑と一緒に持参ください。

　②公的年金・ 給与所得などのある人は、源泉徴収票。
　③�医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、

保険などで補てんされる金額の明細書。おむつ代は、
医師の証明書。（２年目からは介護保険課の証明書で可）

　④�国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・国民年金・
介護保険料・農業者年金などの社会保険料控除のある
人は、保険料の領収書または払込証明書。

　⑤�生命保険料控除や地震保険料控除のある人は、支払保
険料の証明書。

　⑥�住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人は、登記簿
謄本または抄本、住民票の写し、売買契約書の写し、
または工事請負契約書の写し、住宅取得資金に係る借
入金の年末残高証明書。

※�　申告について詳しくは、２月号の広報紙と一緒に配布
してる『平成２３年度市県民税・国民健康保険税等申告
のご案内』・『事業所得申告の仕方』をご覧ください。

受付期間は２月 16 日㈬〜３月 15 日㈫まで

確定申告・市県民税申告

その収入が、事業(営業・農
業）や不動産である人

その収入が、遺族年金や障
害者年金などの非課税とな
る収入である人

収入が公的年金のみで、収
入額が 148 万円以下の 65
歳以上の人（65歳未満の人
は98万円以下）

その収入は、給与収入のみ
で、勤務先から市役所への
給与支払報告書の提出が済
んでいる人

平成22年中は山鹿市在住のご家族の
扶養（税務上）に入っていましたか？

平成22年中に何らかの収入があ
りましたか？

平成23年１月１日現在山鹿市に
お住まいですか？（でしたか？）

・国民健康保険被保険者後期
の人は軽減判定のため申告
が必要です

・所得証明書などが必要な人
は申告が必要です

原則申告は不要ですが次に該当される人は申告が必要です
・各種の所得控除を追加する人
・２か所以上からの給与の支払いを受けた人や 22年の途中で退
職された人で年末調整がまだの人
※税務署で確定申告を済ませた人は住民税（市県民税）の申告
は不要です

住民税（市県民税）の申告が
必要です
※税務署で確定申告を済ま
せた人は不要です

申告は不要です

山鹿市での申告は不要です
※ �1 月 1 日にお住まい（だった）の市町村
にご相談ください

・�国民健康保険被保険者後期の人は軽減判定
のため申告が必要です
・所得証明などが必要な人は申告が必要です

▪あなたは申告が必要？不要？このチャートはあくまでも目安です。詳しくはお問い合せください

はい

はい

いいえ

いいえ
はい いいえ
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▪申告会場および日程

　平成 23 年度（平成 22 年分所得に対する）申告を、下記の日程で行います。
　申告の際は、期日と会場を確認のうえお越しください。なお、指定の日に都合
が悪い場合は、いずれの会場でも申告できますが、会場次第ではお待たせする場
合もあります。あらかじめご了承ください。

【受付時間】午前は９：30〜 11：30　午後は１：00〜４：00

注）（住申）住民税（市県民税）申告
　　（確申）所得税の確定申告

月日 ･曜 対　象　地　区 会場
２/16 ㈬ 姫井・霜野・仁王堂・北谷・梅木谷・大浦・中浦 鹿

央
総
合
支
所
１
階

２/17 ㈭ 姫井団地・一里木団地・堂米野・下米野・上岩原・
岩原・春間・郷原・岩倉

２/18 ㈮ 米野・水原・元広・下原・持松東・
持松西

２/21 ㈪ 奥永・上久野・久野・宮・下千田・
上千田・上広

２/22 ㈫ 平小城校区・石・杉（住申）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

２/23 ㈬ 三玉校区・村熊入・町熊入（住申）
２/24 ㈭ 三岳校区（住申）
２/25 ㈮ 川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（住申）
２/28 ㈪ 米田校区・古閑・中・日の出団地（住申）

３/１ ㈫ 藤井１区・２区・方保田・白石十三部・鹿校通１丁目
〜４丁目（住申）

３/２ ㈬
宗方（北・南）・下町・中町・上市町・南本町・栄町・
温泉通・花見坂・大宮通・上広町・広町・九日町・
日吉町・堀明町・上町・北町・松坂町（住申）

３/３ ㈭ 西上町・東通町・天神町・明治町・栗林・桜町中・桜町西・
原町・泉町・新町・温泉プラザ・大宮町（住申）

３/４ ㈮ 平小城校区・石・杉（確申）
３/７ ㈪ 三玉校区・村熊入・町熊入（確申）
３/８ ㈫ 三岳校区（確申）
３/９ ㈬ 川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（確申）
３/10 ㈭ 米田校区・古閑・中・日の出団地（確申）

３/11 ㈮ 藤井１区・２区・方保田・白石十三部・鹿校通１丁目〜
４丁目（確申）

３/14 ㈪
宗方（北・南）・下町・中町・上市町・南本町・栄町・
温泉通・花見坂・大宮通・上広町・広町・九日町・
日吉町・堀明町・上町・北町・松坂町（確申）

３/15 ㈫ 西上町・東通町・天神町・明治町・栗林・桜町中・桜町西・
原町・泉町・新町・温泉プラザ・大宮町（確申）

月日 ･曜 対　象　地　区 会場
２/16 ㈬ 浦方・桑原・枝川内・迫・才野・幸ヶ丘・釘の花・細永

鹿
北
総
合
支
所
１
階

２/17 ㈭ 川原谷・山下・堂原・中間・東野・陣内・東栗瀬・
西栗瀬

２/18 ㈮ 下中・上中・竹の谷・男岳・柚の木谷・中津川・底野・
三楠・田渕・柏ノ木

２/21 ㈪ 高井川・弁天･尾谷・荒平・田中・原・本多久・金原・
入道・茂田井

２/22 ㈫ 麻生・皆瀬・宮迫・柿原・福原・小川内・後川内・
市木・下村・南松尾・須屋・星原

２/23 ㈬ １区〜５区 菊
鹿
総
合
支
所
１
階

２/24 ㈭ ６区〜９区
２/25 ㈮ 上本分・下本分・黒蛭・米原・立徳・木山
２/28 ㈪ 横枕・道場・大林・池田・永山・酒造野・宮原・阿佐古
３/１ ㈫ 川西・島田・山の井・日渡・日渡団地・みどり団地
３/２ ㈬ 下永野（１区・２区）・下組・上組・菊鹿五郎丸
３/３ ㈭ 太田・川原・長谷川・長谷

３/４ ㈮ 辺田目・裏方・笹本・今古閑・良福寺・新屋敷・上
中町・来民中町 ひ

だ
ま
り　

大
会
議
室

３/７ ㈪ 下中町・来民下町・大正町・南古閑
３/８ ㈫ 御宇田・原部・坂東
３/９ ㈬ 駅通・小嶋・下高橋
３/10 ㈭ 高橋・津袋
３/11 ㈮ 庄・石渕
３/14 ㈪ 梶屋･下梶屋・中富･川北
３/15 ㈫ 川南・分田・中分田・下分田・小柳

確定申告・市県民税申告

申告会場▷山鹿税務署内
申告期間▷２月 16 日㈬〜３月 15 日㈫まで（土曜・日曜を除く）　　　　　相談時間▷９：00 〜 16：00 まで
　　　　　※消費税および地方消費税は３月 31 日㈭まで　　

▪公的年金を受給している人へお知らせ

　本年４月１日に 65 歳以上の公的年金受給者で、個人住民
税（市民税・県民税）の納税義務がある人は、公的年金など
に係る個人住民税を、公的年金から特別徴収（年金から差し
引き）されます。
●新たに特別徴収になった人の徴収方法
　◇�６月・８月は、年税額の４分の１ずつを普通徴収（納

付書や口座振替などにより納税者が納付）します。
　◇ �10 月・12 月・２月は、年税額の６分の１ずつを老齢

基礎年金などの支給月ごとに該当年金支払額から特別
徴収します。

●前年度特別徴収だった人の徴収方法
　◇�４月・６月・８月は、前年度の２月の税額と同額を、

老齢基礎年金などの支給月ごとに当該年金支払額から
仮徴収します。

　◇ �10 月・12 月・２月は、確定した当該年度の年税額か
ら年度前期（４月・６月・８月）に仮徴収した額を差
し引いた額の３分の１ずつを、老齢基礎年金などの支
給月ごとに該当年金支払額から本徴収します。

　個人住民税の納税方法を変更するものであり、これによ
り新たな税額負担は生じません。

▪所得税・贈与税・消費税および地方消費税の申告はこちらに
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病
巣
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、
今
年
も
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
中

で
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
こ
の
助
成
は
、
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、
当
分
の
間
、

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終

了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

　
血
管
の
変
化
は
自
覚
症
状
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
気
付
か
な
い

う
ち
に
変
化
が
進
ん
で
い
る
と
、
最
終
的
に
は
、
動
脈
硬
化
や
心

臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
に
至
る
こ
と
も
…
。
健
診

結
果
を
継
続
的
に
見
る
こ
と
で
、
自
覚
症
状
が
な
い
段
階
か
ら
血

管
の
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

早
期
に
発
見
で
き
た

ら
、
早
く
治
療
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。 

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

1 次
レベル

すべての項目で
異常なし

６％
（225 人）

2次
レベル

どれか一つでも
血管が傷み始めて

いる状態

４０％
（1,502 人）

3次
レベル

どれか一つでも
血管の傷みが
進んでいる状態

５４％
（2,027 人）

 

平
成
22
年
度
の
山
鹿
市
国
保
特
定

健
診
を
受
け
た
人
は
３
、７
５
４
人

で
受
診
率
に
す
る
と
28
・
6
％
（
平

成
22
年
12
月
24
日
現
在
）
で
し
た
。

結
果
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

助
成
の
対
象

と
な
る
人

①
　
年
齢
が
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
で
、
ド
ッ
ク
に
申
し
込
ん
だ

日
・
受
検
す
る
日
と
も
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

（
昭
和
12
年
4
月
2
日
生
ま
れ
〜

昭
和
52
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）　

※�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
受
診
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

②
　
国
民
健
康
保
険
税
を
完
全
に

納
め
て
い
る
世
帯

③
　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
後

に
、
結
果
を
基
に
、
保
健
師
お
よ

び
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　検
査
機
関

●
山
鹿
市
立
病
院
ほ
か

　

※�

検
査
機
関
名
簿
は
受
付
の
時
に

配
り
ま
す
。

国
保・人
間
ド
ッ
ク
、

23
年
度
助
成
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

朝を元気に迎えることができる。
みんなが笑顔で過ごせる。そんな幸せに「健康」はかかせません。
健康は自分だけのものではありません。あなたの大切な人の笑顔も守るものです。
受けていますか「健診」。受けてください「健診」
いつまでも大切な人のそばに、健康でいてください。
このページでは、国保加入者を対象とした
気軽にできる特定健診のススメと、人間ドックの助成についてお話しします。

特
定
健
診
、

受
診
の
ス
ス
メ

 

22
年
度
は
何
人
が

受
診
し
た
の
で
し
ょ
う
か

山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
〜
75
歳
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

３
、７
５
４
人
の
健
診
結
果
は
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募
集
期
間

●
2
月
21
日
㈪
〜
3
月
4
日
㈮

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）

※�

募
集
期
間
を
過
ぎ
た
ら
、
受
け

付
け
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。募

集
人
員
　

●
１
、１
０
０
人
程
度

人
間
ド
ッ
ク

検
査
期
間

●
平
成
23
年
4
月
〜
11
月

●受けんとわからんばい。
自分の健康管理は
まず健診で。

　
特
定
健
診
は
短
時
間
で
す
が
詳

し
い
検
査
の
内
容
が
分
か
り
ま
す
。

健
康
な
人
も
、
治
療
中
の
人
も
、

一
年
に
一
度
、
血
液
全
体
の
検
査

を
す
る
こ
と
で
、
体
の
変
化
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
山
鹿
市
で
は
糖
尿
病
や
透
析
を

す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
特
定
健
診
の
結
果
、
詳
し
い

検
査
が
必
要
な
人
は
、
さ
ら
に
２

次
検
査
と
し
て
、心
電
図
・
糖
負
荷
・

眼
底
・
頚け

い

動
脈
エ
コ
ー
・
微
量
ア

ル
ブ
ミ
ン
尿
の
５
項
目
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
検
査
で
、

血
管
の
傷
み
方
が
分
か
り
、
動
脈

硬
化
や
糖
尿
病
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
自
分
の
健
診
の
結
果
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
い
結

果
説
明
会
を
各
地
区
で
行
い
ま
す
。

　
結
果
説
明
会
の
場
を
、
一
年
に

一
度
、
約
一
時
間
「
身
体
の
こ
と

を
学
習
す
る
機
会
」
に
し
て
ほ
し

い
と
、
毎
年
新
た
な
情
報
を
提
供

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
集
団
健
診
だ
け
で
な
く
、
個
別

に
医
療
機
関
で
受
診
し
た
人
も
医

療
機
関
か
ら
結
果
の
説
明
が
あ
り

ま
す
が
、
自
分
の
健
診
結
果
を
持

参
す
る
と
結
果
説
明
会
に
参
加
で

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
生
活
習
慣
の
改
善
が
必

要
な
人
に
は
、
保
健
師
や
栄
養
士

が
訪
問
な
ど
を
行
い
、
健
康
づ
く

り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

      

検
査
の

   

自
己
負
担
額

●
１
泊
2
日
コ
ー
ス

　

　
　
　
　    

３
万
５
千
円
程
度

●
１
日
コ
ー
ス

　

　
　
　
　    

2
万
円
程
度

 

こ
の
金
額
は
、
自
己
負
担
額
の
目

安
で
す
。
検
査
機
関
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
ま
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

受
付
場
所

●
山
鹿
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

 

特
定
健
診
で
分
か
る
、

こ
ん
な
こ
と
…

 

特
定
健
診
を
受
診
し
た
後
も

「
健
康
」を
応
援
し
ま
す

●�

申
し
込
み
に
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

国
保
年
金
課
☎
43-

１
５
２
７
ま
で

●
１
月
末
に
配
布
し
て
い
る
各

種
健
診
希
望
調
査
票
で
申
し
込

み
ま
し
ょ
う（
今
月
号
の
22
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
申
し
込
み
し
た
人

に
は
、
健
診
前
に
受
診
券
を
送

り
ま
す
。
そ
の
他
の
健
診
は
調

査
票
に
同
封
し
て
い
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
☎
43-

０
０
５
０
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　一般会計に、公営企業や第三セクターなどを含めた
連結した山鹿市全体の平成 21 年度版バランスシート
や行政コスト計算書などを作成しました。
　これらの財務諸表は総務省が示した総務省方式改訂
モデルに準拠して作成し、基礎数値は地方財政状況調
査表（決算統計）の数値を用いています。

平成21年度
連結財務諸表【概要版】

●資金収支計算書
　山鹿市の１年間の現金収入と支出が、どのよ
うな原因で増減しているかを表したものです。
　経常収支から公共資産整備収支や投資・財
務的収支に市の一般財源を充て、借金の返済な
どに使っていることがわかります。

　平成 20 年度末残高　　 　 ９３億円
　当期収支　　　　　　　　１４億円
　【内訳】　　　　　　
　経常的収支　　　　　　　６８億円
　公共資産整備収支　　　△　７億円
　投資・財務的収支　　　△４７億円
　平成２１年度末残高　　１０７億円　

負 債　　　 ６ ３ ３ 億 円
※資産を形成するために
市債（借金）など、将来の
世代が負担する金額です。

純資産　１, ０９７億円
※資産を形成するため、
今までの世代が負担した
支払済みの金額です。

資産　　　　１, ７３０億円　　
※市が所有する財産の金額です。

【内訳】　　　　　　
　公共資産　　１５５２億円
　投資等　　　　　５６億円
　流動資産　　　１１６億円
　うち歳計現金　１０７億円
　繰延勘定　　　　　６億円
　　　計　　１ , ７３０億円

●純資産変動計算書
　市の純資産が、平成 21 年度中にどのよう
に増減したかを表しています。

　平成２０年度残高　　１, ０９１億円
　当期変動高　　　　　　　　６億円

【内訳】　　　　　　
　純経常行政コスト　  △３２６億円
　財源調達分　　　　　  ３３３億円
　資産評価差額など  　△　　１億円
　平成２１年度末残高　１,０９７億円

　行政コスト計算①　　５０１億円
　【内訳】　　　　　　
　人にかかるコスト　　　　７５億円
　職員給与など
　物にかかるコスト　　１２６億円
　物品購入費、修繕費など
　移転支出的コスト　　２８６億円
　児童手当などの給付費など
　その他のコスト　 　　１４億円
　市債の利子など

●貸借対照表（バランスシート）
　公共施設や学校、現金などの市の資産と、それらを取得する
ために使われた市税や市債（借金）などの財源を表しています。
　資産の合計と（負債＋純資産）の合計が同じ額でバランスが
取れることから「バランスシート」とも呼ばれています。

経常収益 ②　１７５億円
※施設使用料など行政サー
ビスの受益者負担金です。
純行政コスト（① - ②）
　　　　　　　 ３２６億円
※経常行政コストから受益者
負担金を引いた額です。この
額を市税などの一般財源で
賄っていることを表します。

●行政コスト計算書
　市の行政活動は、公共施設の整備のほ
か、資産形成につながらない保健医療や
福祉、ごみの収集といったサービスが多く
あります。
　行政コスト計算書は、このような行政
サービスのコストと使用料などの受益者
負担金を対比させ、市の一般財源でい
くら賄っているかを表したものです。

借　　方
( 固定資産や株、預金などの資産がどれだけあるか )

貸　　方
( 資産を手に入れるために支払ったお金と借金 )

　土地や建物などの固定資産
2,713,075 円 借金

1,106,872 円
　　株などへの投資　　97,055 円

　　現金・預金　　　  203,678 円 すでに支払った額　　1,917,261 円
うち国庫・都道府県支出金で

支払った額　　263,815 円　　研究・開発費など　10,325 円

バランスシート
を住民1人あたり
にすると
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市議会 12 月定例会
　平成 22年（第６回）市議会 12月定例会は、12月１日に開会し、12月 16 日までの 16日間の日程で開か
れました。今議会では、条例、予算など議案 26件（条例８件、予算３件、指定管理者の指定７件、人事案件３件、
その他５件）、報告２件および陳情６件を審議。議員提出議案１件、意見書案１件が追加上程され審議されました。
その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆
■議案第 95 号　  �山鹿市行政財産使用料条例の一部を改正 
　　　　　　　　する条例　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 96 号　  山鹿市税条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　…可決
■議案第 97 号　  山鹿市立保育園条例の一部を改正する条例

…可決
■議案第 98 号　  �山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正 
　　　　　　　　する条例　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 99 号　  山鹿市公民館条例の一部を改正する条例

…可決
■議案第 100 号　�山鹿市鹿本生涯学習・健康センター「ひだ

まり」条例の一部を改正する条例　 …可決
■議案第 101 号　�山鹿市社会体育施設条例の一部を改正す

る条例　　　　　　　　　 　　　…可決
■議案第 102 号　�山鹿市病院事業の設置等に関する条例の

一部を改正する条例　　　 　　　 …可決
■議案第 103 号　�平成 22 年度山鹿市一般会計補正予算（第

６号）　　　　　　　　　　 　　  …可決
■議案第 104 号　�平成 22 年度山鹿市介護保険事業特別会

計補正予算（第４号）　　　 　　  …可決
■議案第 105 号　�平成22年度山鹿市病院事業会計補正予算

（第２号）　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 106 号　財産の譲渡について　 　　　　　…可決
■議案第 107 号　財産の譲渡について　 　　　　　…可決
■議案第 108 号　財産の譲渡について　 　　　　　…可決
■議案第 109 号　�山鹿植木広域行政事務組合規約の一部変

更について　　　　　　　　　 　…可決
■議案第 110 号　�公の施設の指定管理者の指定について（山

鹿市消防団第１６分団拠点施設） 　…可決
■議案第 111 号　�公の施設の指定管理者の指定について（山

鹿市稲田地域交流センター）　　    …可決
■議案第 112 号　�公の施設の指定管理者の指定について（山

鹿市本分地区多目的集会施設）　  …可決
■議案第 113 号　�公の施設の指定管理者の指定について（酒

造野地区農業集落多目的集会施設）…可決
■議案第 114 号　�公の施設の指定管理者の指定について（山

鹿市鹿央農産物加工施設（味土里工房））
…可決

■議案第 115 号　�公の施設の指定管理者の指定について（山
鹿市鹿央ふるさと親木館）　　　　…可決

■議案第 116 号　�公の施設の指定管理者の指定について（山
鹿市鹿本ふれあい木香館）　　　  …可決

■議案第 117 号　�山鹿市土地開発公社の解散について…可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
　に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（☎４３ ‐ １６３４）
　または本庁総務課法令文書係へ（☎４３ ‐ １１１７）

■議案第 118 号　�固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて　　　　　　　　　　　　　  …同意

■議案第 119 号　�固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて　　　　　　　　　　　　　  …同意

■議案第 120 号　�固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて　　　　　　　　　　　　　  …同意

◆◇　報　告　◇◆
■報告第 16 号　�幸の国木材工業株式会社の経営状況の報告

について　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第 17 号　�株式会社菊鹿フラワーバンクの経営状況の

報告について　　　　　　　　　　…受理

◆◇　陳　情　◇◆
■陳情第４号　�高齢者の生活実態に見合う年金引き上げを

求める意見書の採択を求める陳情書
…不採択（少数）

■陳情第５号　�後期高齢者医療制度の廃止に関する意見書
の提出を求める陳情書　　…不採択（少数）

■陳情第６号　�最低保障年金制度の制定を求める意見書の
採択を求める陳情書　　　…不採択（少数）

■陳情第７号　山鹿市立保育園の民間移譲に関する陳情書
…不採択（なし）

■陳情第８号　�住宅の新築・リフォームに対する助成制度
の創設を求める陳情書　　　　  …継続審査

■陳情第９号　�「子ども・子育て新システムの基本制度案要
綱」に基づく保育制度に対し、現行保育制度
の拡充を求める国への意見書提出を求める
陳情書　　　　　　　　　　　　　  …採択

◆◇議員提出議案◇◆
■議員提出議案第２号　�山鹿市議会委員会条例の一部を改

正する条例　　　　　　　  …可決

◆◇　意見書案　◇◆
■意見書案第３号　�「子ども・子育て新システムの基本制度案

要綱」に基づく保育制度に対し、現行保育
制度の拡充を求める意見書　　　  …可決



成人式実行委員会から一言　
「実行委員をさせていただくと決
まったときは、とても不安でした。
しかし、本番を終えた今は、関係
者の皆さんのおかげでとてもいい
成人式になり、感謝の気持ちと達
成感でいっぱいです。
ありがとうございました」
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1
月
10
日
に
平
成
23
年
山
鹿
市

成
人
式
が
山
鹿
市
総
合
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
実
行
委
員
の
中
原
彩

さ
ん
（
古
閑
）、冨
田
安
澄
さ
ん
（
馬

見
塚
）、
井
上
祐
介
さ
ん
（
鹿
本
町

来
民
）
が
来
賓
受
付
、
高
木
善
彦

さ
ん
（
菊
鹿
町
上
永
野
）、
藤
本
由

紀
乃
さ
ん
（
古
閑
）
が
進
行
の
役
を

そ
れ
ぞ
れ
務
め
、
出
席
者
全
員
で
愛

市
憲
章
を
読
み
上
げ
、
式
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
式
で
は
、
中
嶋
憲
正
市
長
が
「
山

鹿
市
出
身
の
県
下
初
の
総
理
大
臣

清
浦
奎
吾
伯
は
、
幼
い
こ
ろ
大
分
県

日
田
市
の
咸か

ん
ぎ
え
ん

宜
園
で
学
び
ま
し
た
。

こ
の
「
咸
宜
」
の
意
味
は
「
み
な
よ

ろ
し
」
と
い
う
意
味
で
す
。
５
６
７

人
の
一
人
一
人
が
誰
に
も
負
け
な
い

か
け
が
え
の
な
い
特
性
を
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
命
を
、
可
能
性

を
、時
代
が
、社
会
が
待
っ
て
い
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
代
表
の
平

川
敬
二
朗
さ
ん
（
熊
入
町
）
に
記

念
品
を
渡
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
古
閑
渉
太
さ
ん
（
下
吉

田
）、中
尾
静
さ
ん
（
杉
）
が
「
し
っ

か
り
と
自
分
の
目
標
を
定
め
、
努

力
し
、一
歩
一
歩
進
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
さ
ま
ざ
ま

な
壁
に
直
面
し
た
と
き
は
、
こ
の
厳

し
さ
を
共
に
乗
り
越
え
て
き
た
仲
間

が
山
鹿
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、
成
人
と
し
て
自
ら
の
言
動
に

責
任
を
持
ち
、
目
標
を
見
失
わ
ず
、

社
会
を
担
う
一
員
と
し
て
前
進
し
て

い
き
ま
す
」
と
成
人
の
誓
い
を
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
池
田
睦
月
さ
ん（
熊
入
町
）

が
閉
式
の
言
葉
を
述
べ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
式
が
終
わ
り
ま
し
た
。

567人が
新成人に

成人式実行委員会から一言　
　「実行委員をすると決まったときは、本当にで
きるかとても不安でした。しかし、終わってみる
と、関係者の皆さんのおかげでとてもいい成人式
になり、感謝の気持ちと達成感でいっぱいです。
ありがとうございました」

12

3

12会場ではあちらこちらで、
久しぶりに会った友人と記念
撮影3式が終わっても、会場
の外で盛り上がっていました。

大人の仲間入りをした新成人は、華
やかな晴れ着に身を包み、旧友との
再会を喜びながら記念撮影。笑顔が
はじけていました。
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受
賞
者(

敬
称
略)

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
団
暦
20
年
以
上
）

▪
山
鹿
隊

柿
山

　
繁
栄（
山
鹿
中
町
）

富
田

　
淳
一（
熊
入
下
）

瀬
口

　
道
夫（
石
６
）

三
森

　
一
幸（
村
熊
入
）

三
森

　
和
幸（
村
熊
入
）

光
永

　
　
太（
古
閑
）

丸
山

　
満
昭（
藤
井
１
）

川
上

　
正
治
郎（
藤
井
１
）

木
野

　
政
継（
馬
見
塚
）

星
乃

　
真
佐
人（
坂
田
１
）

竹
下

　
輝
明（
涌
尾
）

田
上

　
佳
博（
田
園
中
村
）

有
冨

　
峰
夫（
大
原
）

築
嶋

　
浩
二（
双
板
）

迎
田

　
祐
樹（
双
板
）

益
田

　
一
則（
笹
原
）

竹
下

　
博
徳（
大
原
）

伊
豆
永

　
稔（
小
群
）

石
川

　
憲
喜（
中
津
留
）

古
江

　
陽
一（
小
鳥
町
）

▪
鹿
北
隊

松
本

　
俊
二（
高
井
川
）

藤
本

　
邦
夫（
原
）

中
満

　
堅（
荒
平
）

北
原

　
裕
起（
南
松
尾
）

才
田

　
淳
一（
幸
ヶ
丘
）

山
本

　
達
喜（
市
木
）

白
田

　
孝
二（
陣
内
）

林
　
政
成（
高
井
川
）

堀
下

　
義
文（
山
下
）

古
川

　
卓
也（
堂
原
）

早
野

　
博（
川
原
谷
）

虎
口

　
勝
彦（
桑
原
）

▪
菊
鹿
隊

元
田

　
雅
信（
木
山
）

佐
藤

　
栄
二（
永
山
）

牛
﨑

　
三
明（
１
区
）

家
入

　
光
広（
１
区
）

松
本

　
亮
史（
５
区
）

飯
川

　
晃
章（
７
区
）

栗
原

　
　
貢（
８
区
）

渕
上

　
隆
司（
８
区
）

▪
鹿
本
隊

木
村

　
寿
雄（
上
中
町
）

上
田

　
克
美（
御
宇
田
）

一
法
師

　
進（
坂
東
）

都
田

　
慎
一（
坂
東
）

守
川

　
国
博（
川
北
）

浦
部

　
真
治（
下
梶
屋
）

福
島

　
光
浩（
川
南
）

西
田

　
俊
広（
川
南
）

宇
野

　
秀
臣（
分
田
）

飽
本

　
勝
徳（
分
田
）

富
野

　
博
明（
中
分
田
）

財
津

　
直
也（
下
分
田
）

島
田

　
昭
彦（
小
柳
）

中
川

　
誠
一（
小
嶋
）

▪
鹿
央
隊

一
本

　
　
隆（
上
広
）

新
　
　
幸
徳（
宮
）

村
上

　
太
次
郎（
岩
原
）

佐
伯

　
勝
徳（
岩
倉
）

榊
　
　
宝
生（
下
原
）

笠
立

　
征
市（
霜
野
）

勤
績
章
（
団
暦
15
年
以
上
）

▪
山
鹿
隊

㓛
能

　
宇
治（
栗
林
）

小
林

　
政
博（
大
宮
通
）

髙
田

　
淳
一（
宗
方
北
）

中
島

　
　
章（
石
５
）

中
尾

　
義
光（
石
６
）

古
家

　
龍
一（
杉
）

星
子

　
朋
也（
杉
）

川
上

　
高
博（
藤
井
１
）

岩
下

　
義
典（
日
置
）

渕
上

　
英
之（
方
保
田
）

野
滿

　
卓
志（
白
石
十
三
部
２
）

水
野

　
寛
巳（
古
閑
）

坂
本

　
陽
一
朗（
中
２
）

野
田

　
一
興（
鹿
校
通
一
丁
目
）

前
田

　
　
明（
小
原
５
）

建
山

　
孝
弘（
霊
仙
）

竹
下

　
雄
二（
涌
尾
）

中
原

　
貴
輝（
鍋
田
１
）

古
澤

　
正
広（
西
牧
）

松
本

　
　
誠（
下
保
多
田
）

星
子

　
知
弘（
央
）

井
口

　
哲
一（
前
川
内
）

大
塚

　
英
輝（
城
１
）

仲
間

　
和
廣（
保
柳
）

宮
本

　
茂
夫（
小
群
）

船
津

　
章
範（
寺
島
９
）

船
津

　
健
一（
寺
島
９
）

▪
鹿
北
隊

小
笠
原

　
司（
茂
田
井
）

藤
本

　
昌
樹（
原
）

荒
川

　
　
治（
田
中
）

大
津

　
利
和（
田
中
）

藤
﨑

　
文
実
博（
田
中
）

山
本

　
英
人（
市
木
）

松
本

　
圭
央（
市
木
）

浦
田

　
敏
明（
麻
生
）

西
牟
田

　
孝
也（
柿
原
）

中
野

　
拓
哉（
東
栗
瀬
）

野
中

　
直
行（
下
中
）

信
國

　
和
也（
男
岳
）

小
𠩤

　
浩
三（
上
中
）

松
本

　
貴
志（
高
井
川
）

古
川

　
和
也（
柏
ノ
木
）

高
木

　
　
透（
東
野
）

石
貫

　
澄
夫（
東
野
）

古
川

　
達
也（
中
間
）

古
川

　
崇
宏（
中
間
）

井
出

　
義
一（
山
下
）

松
永

　
章
伸（
迫
）

▪
菊
鹿
隊

永
田

　
和
也（
大
林
）

金
森

　
健
吾（
上
本
分
）

森
田

　
貴
博（
黒
蛭
）

森
田

　
秀
一（
黒
蛭
）

岩
永

　
　
誠（
大
林
）

金
光

　
賢
信（
横
枕
）

有
働

　
勇
一（
道
場
）

野
中

　
秀
一（
宮
原
）

小
柳

　
恵
章（
阿
佐
古
）

冨
田

　
智
幸（
太
田
）

勢
田

　
富
士
夫（
下
組
）

石
阪

　
幸
勇（
上
組
）

横
田

　
信
之（
菊
鹿
五
郎

丸
）

富
田

　
浩
一（
太
田
）

石
川

　
孝
臣（
川
原
）

宮
崎

　
和
美（
長
谷
川
）

竹
下

　
茂
巳（
日
渡
）

上
田

　
　
猛（
７
区
）

中
田

　
浩
臣（
２
区
）

渕
上

　
英
明（
２
区
）

古
家

　
秀
文（
３
区
）

古
田

　
知
宏（
３
区
）

古
家

　
　
寛（
３
区
）

田
中

　
裕
一（
４
区
）

栗
原

　
直
也（
８
区
）

▪
鹿
本
隊

父
母

　
達
也（
御
宇
田
）

冨
丸

　
和
雄（
来
民
下
町
）

髙
田

　
義
彦（
下
中
町
）

財
津

　
敏
郎（
下
中
町
）

高
田

　
圭
一（
下
中
町
）

上
田

　
克
久（
御
宇
田
）

松
山

　
力
洋（
南
古
閑
）

松
山

　
力
男（
南
古
閑
）

徳
永

　
哲
也（
駅
通
）

豊
田

　
公
彦（
駅
通
）

小
原

　
啓
二
郎（
中
富
）

立
山

　
浩
延（
中
富
）

福
田

　
裕
之（
川
北
）

佐
菅

　
寿
士（
小
柳
）

後
藤

　
貴
司（
小
柳
）

緒
方

　
　
誓（
高
橋
）

髙
本

　
浩
司（
高
橋
）

冨
田

　
尊
志（
津
袋
）

芹
川

　
政
弘（
庄
）

芹
川

　
智
嗣（
庄
）

東
　
　
勇
作（
石
渕
）

山
﨑

　
康
博（
石
渕
）

大
嶋

　
武
志（
石
渕
）

井
上

　
清
次（
石
渕
）

▪
鹿
央
隊	

竹
田

　
和
博（
奥
永
）

井
上

　
淳
一
郎（
宮
）

城
　
　
知
徳（
持
松
東
）

富
田

　
芳
郎（
持
松
西
）

鬼
釜

　
功
一（
春
間
）

有
働

　
和
史（
岩
原
）

原
田

　
博
伸（
春
間
）

村
上

　
健
介（
岩
原
）

森
　
　
浩
樹（
霜
野
）

益
田

　
雄
二（
北
谷
）

井
手

　
博
文（
大
浦
）

　
1
月
９
日
に
市
内
20
分
団
か
ら

約
１
，
４
０
０
人
の
団
員
が
参
加

し
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
山
鹿
市
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、中
嶋
憲
正
市
長
が
「
市

民
の
皆
さ
ま
が
日
々
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
後
と
も

全
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
さ

れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
」
と
告

示
後
、
古
家
正
一
団
長
が
「
団
員

の
皆
さ
ま
が
地
域
の
核
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
、
地
域
行

事
な
ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、

大
い
に
山
鹿
市
を
盛
り
上
げ
る
と

と
も
に
、
全
団
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
予
防
消
防
な
ど
日
々
の
活
動

に
努
め
、
無
火
災
山
鹿
を
目
指
し

て
活
動
し
て
欲
し
い
」
と
訓
辞
。

　
式
後
、
菊
池
川
河
川
敷
で
、
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て

消
防
団
出
初
式

全団員による分列行進 県消防協会長表彰を受ける団員
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　全国に山鹿の魅力を PR し、市政への助言をいただく「ふ
るさとやまが大使」に、㈱大阪国際会議場取締役社長　萩尾
千里さんが就任されました。
　萩尾さんは、菊鹿町の城北小、城北中を卒業し、鹿本高校
から関西大学商学部に進学されました。朝日新聞社の経済担
当編集委員や、㈳関西経済同友会常任幹事・事務局長を務め
られ、平成 18 年から現職に就かれています。

街角ぐるっとナビ 

左から中嶋憲正市長、萩尾さん

身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

ふるさとやまが大使に就任！
㈱大阪国際会議場取締役社長　萩

はぎお

尾　千
せんり

里さん
2010 年 12月 24日委嘱

　上海の復旦大学の客員教授を務められるなど、海外にも幅
広いネットワークをお持ちで、また熊本県の「くまもと誘友
大使」として、蒲島知事の関西地方におけるアドバイザーと
してもご尽力されています。
　12 月 24 日に行ったふるさとやまが大使委嘱状交付式では、

「新時代への対応」をテーマに講演され、行政改革の必要性や、
アジアとの交流の重要性について話していただきました。
　現在、大使にはオムロンハンドボールチーム、花田公行さん、
原田解さん、冨田克敏さんに就任いただいています。

講演する萩尾さん

鹿北中ＰＴＡ、長年の活動が認められ、
優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰

　鹿北中学校ＰＴＡが、優良ＰＴＡに贈られる文部科学大臣
表彰を受賞しました。鹿北中学校ＰＴＡは、総会での決定事
項を実行に移していく組織的なシステムが確立。｢ふるさと
1000 人合唱｣ では、先生たちや子どもたちの思いを受け止め、
卒業生や親戚などに呼びかけ、練習や舞台づくりに協力する
などの積極的な支援が評価されました。
　｢田舎の小さな学校でも、子どもたちに対する情熱はどこ
にも負けない。後の人たちにも受け継ぎたい｣ と古城学同会
長。おめでとうございました。

宮本　長さんが調理業務功労者の部で、
栄えある厚生労働大臣表彰

　宮本長さん（㈱イタリー亭本店社長）が、平成 22 年度調理
師関係功労者の厚生労働大臣表彰を受けました。この表彰は、
調理師制度の向上発展、調理師養成、調理技術の発展と調理師
の資質の向上に尽力した人に贈られるものです。宮本さんは、
常に第一線で熊本のイタリア料理の第１人者として牽

け ん

引し続け
てきました。実際の調理業務に従事し、指導的立場から調理技
術の発展および調理師の資質向上に努め、2 代目の育成やボラ
ンティア活動など料理と経営を通じた人材育成や地域貢献活動
に尽くされた功績が認められての受賞となりました。
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

　温泉復活感謝祭が薬師堂であり、関係者約 30 人が
温泉の恵みに感謝して祈りをささげました。
　山鹿の宝である温泉が、今から約 350 年前の 1473

（文明５）年に突然枯れてしまいました。そのとき、
金剛乗寺住職の宥

ゆ う め い

明法印が薬師堂を建立して不眠不
休で祈願したところ、以前にも勝るお湯が再びこん
こんと湧き出したといわれています。以来、毎年温
泉が復活したとされる 12 月 20 日に、法印の高徳を
しのび法要が行われています。また、薬師堂前では
市民に甘酒が振る舞われました。

温泉の恵みに感謝して大般若経を転読

温泉の恵みに感謝して
…山鹿温泉復活感謝祭（山鹿）　　　   12 月 20日

家畜やペットの無病息災を願って
「ガランザサ祭り」　　　１月６日
　熊入町の若宮神社で、「ガランザ
サ祭り」があり、参拝者は家畜やペッ
トの無病息災を祈り、おはらいを受
けました。以前は九州各地から農耕
馬が集まっていたという歴史のある
祭りです。

菊鹿町で伝統行事・豊作願う
｢かせいどりうち｣　　１月 14 日
　600 年前から始まったかせいどり
打ちが阿佐古地区でありました。顔
に墨を塗り神にふんした子どもたち
が「かせいどり　どっさりおいわい
な」と言い全戸を回り、お守りを配
り豊作と家内安全を祈願しました。

菊鹿の味「ほっぺ」が完成しました
　   　 　 　 　 　 　 1 2 月 2 2 日
　菊鹿干し柿研究会（松本英亮会長）
の新商品、干し柿「ほっぺ」が完成
しました。11 月初旬に柿を収穫し
て、じっくりと時間をかけて加工し、
完成した約 4 千個の干し柿を地元の
物産館などで販売しました。

不動岩は昔、海だった ? やまが
大使冨田先生が調査 12 月 17 日
　不動岩には、海辺にしか生息しな
い大変珍しい植物 ･ バクチノキ、フ
ウトウカズラなどが多く生息してい
ました。9 万年前の阿蘇山大噴火の
時にも残っていた説もあり、今後、
パワースポットになるのでは ?

希望の光・さくら湯復元の第一歩 
募金活動スタート　 12 月 17 日
　自分たちのさくら湯を多くの人に
知ってほしいと願いプラザファイブ
で「大さくら湯展」がスタート。懐
かしいさくら湯の写真パネルや復元
の模型、当時の部材などを展示中で
す。同時に募金活動が始まりました。

山鹿あいの会・社会福祉協議会が
意識向上の防災つどい 1 月 17 日
　防災のつどいが菊鹿健康福祉セン
ターであり、煙体験、炊き出し体験、
救急法体験を通して、参加者は体験
し学びました。煙体験に参加した古
川恵子さんは（鹿北）｢実際の火事
を想像すると怖い｣ と話しました。

　「今年も元気に作ることができました」と布草履
500 個を贈呈した古家隆弘さんと征子さん夫妻 ( 鹿
校通 )。赤ちゃんの誕生日に行う踏み餅の際に履く草
履として使ってほしいと贈呈して 5 年目。現在、山
鹿市の一年間の新生児は約 450 人。　「赤ちゃんが少
ないからこそ、よけい大事にしてほしい」と古家さ
ん。黄色やピンクなど色とりどりに仕上げてありま
す。この草履は、子育て支援センターの職員がブッ
クスタート時に配ったりして届ける予定です。「いつ
か 500 足、使えるようになればいい」と全員で話し
ました。

草履を中嶋憲正市長に渡す古家さん夫妻

地にしっかり足をつけ元気に育って
…草履 500足贈呈　　　   12 月 16日
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キリンの角は何本 ?
北海道旭山動物園前園長　小菅正夫さん夫妻来市

ようこそ、市長室へ。市長室には、受賞報告や活動報告、
表彰式など多くの皆さんが訪問されます。その中から毎月１組を
紹介します。

出会いの輪

小菅さんが旭山動物園に行かれると､ 動物たちがよって
くるそうです

　12 月 15 日、熊本市内で開催されたフォーラムに出席された中嶋市
長。講師は、北海道旭川市にある旭山動物園前園長の小菅正夫さん。
講演に感動された中嶋市長が小菅さんと対面され、意気投合。翌日、
小菅さんの山鹿市来市が実現しました。映画「旭山動物園物語」で
主人公の園長を西田敏行さんが演じたのが、小菅さんのことでした。
旭山動物園は、日本最北にある動物園でマイナス 30 度という極寒の
場所。来場者が少なく閉園状態でした。そのような中、動物をよく観察
している小菅さんから生まれたアイデアは、動物の習性を生かした斬新
なもので、おりの中に入っている動物園のイメージを一新。自由に歩き
回る動物たちを見に、年間 300 万人が訪れる動物園になりました。
  「見方次第で宝物になる」と小菅さん。「旭川市では嫌っていた雪を
見に、国内外から多くの人が訪れるようになった」とニッコリ。ちなみに、
キリンの角は生まれた時が 3 本。大人になったら 5 本になるそうです。

20
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る

高
校
生
と
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ

い
交
流
事
業
の
星
子
さ
ん
の

話
に
感
動
。
紹
介
し
ま
す

●
山
鹿
市
立
児
童
館

パ
パ
と
の
出
会
い

　
私
と
パ
パ
は
、
４
年
前
の
夏
に
出

会
い
ま
し
た
。
つ
き
あ
っ
て
２
年
の

記
念
日
に
、
パ
パ
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
が
最
初
に
妊
娠
に
気
付
い
た
の

は
、
結
婚
式
の
５
日
前
で
し
た
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ズ
か
ら
結
婚
ま
で
の
１

年
間
、
ず
っ
と
子
ど
も
を
望
ん
で
い

た
私
た
ち
は
、
思
わ
ぬ
神
様
か
ら
の

結
婚
祝
い
に
本
当
に
嬉
し
く
て
、
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
妊
娠
し
た
こ
と
を
心
か

ら
喜
べ
た
の
は
、
私
が
今
ま
で
や
り

た
い
こ
と
を
満
足
す
る
ま
で
や
っ
て
、

就
職
し
て
経
済
力
を
つ
け
て
、
本
当

に
自
分
が
生
涯
を
共
に
し
た
い
と
い

う
相
手
と
結
婚
し
て
、
い
つ
で
も
赤

ち
ゃ
ん
を
迎
え
入
れ
ら
れ
る
環
境
が

整
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

同
じ
命
…

　
も
し
皆
さ
ん
が
、
高
校
生
で
あ
る

今
子
ど
も
が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
気

持
ち
で
す
か
？
そ
の
妊
娠
を
本
当
に

喜
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
親
や
、

友
達
は
祝
福
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

か
？

　
　
私
は
大
誠
を
妊
娠
し
た
と
き
に
、

エ
コ
ー
で
と
て
も
小
さ
い
虫
み
た
い

な
も
の
が
、「
ト
ク
ン
、
ト
ク
ン
」
と

動
く
姿
を
み
ま
し
た
。
小
さ
い
な
が

ら
に
と
て
も
力
強
く
、
も
の
す
ご
い

生
命
力
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
一

年
後
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
る
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
育
て
ら
れ
な
い
か
ら
、
で

き
ち
ゃ
っ
た
か
ら
と
、
ゲ
ー
ム
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
お
ろ
さ
れ
て
い

る
の
が
現
実
で
す
。
私
だ
っ
た
ら
、

親
に
望
ま
れ
て
、
喜
ば
れ
て
生
ま
れ

た
い
で
す
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い

ま
す
か
？

今
で
き
る
こ
と

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
妊
娠
し
て
後
悔

し
た
と
い
う
か
、
反
省
し
た
こ
と
が

一
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自

分
の
食
生
活
や
生
活
態
度
で
す
。

　
妊
娠
の
初
期
症
状
は
と
っ
て
も
分

か
り
に
く
く
て
、
妊
娠
に
気
付
い
た

時
は
す
で
に
赤
ち
ゃ
ん
の
脳
や
心
臓

な
ど
の
大
事
な
部
分
は
作
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
お
母
さ
ん
が

が
日
ご
ろ
と
っ
て
い
る
栄
養
か
ら
作

ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
私
は
高
校
生
の
時
あ
た
り
か
ら
、

栄
養
の
無
い
も
の
を
ド
カ
食
い
し
た

り
、
太
っ
た
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た

り
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

妊
娠
し
た
当
時
も
、
結
婚
式
に
向
け

激
し
い
運
動
や
食
事
制
限
を
し
て
い

ま
し
た
。
確
か
に
、
妊
娠
が
分
か
っ

て
か
ら
は
、
栄
養
面
に
は
か
な
り
気

を
つ
け
ま
し
た
が
、
も
う
遅
か
っ
た

山鹿市公式ホームページに掲載中の職員ブログ「山鹿ゆらり七変化」にも紹介しています

ん
で
す
ね
。
な
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
無

事
に
元
気
で
産
ま
れ
て
く
る
か
、
本

当
に
心
配
し
ま
し
た

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
、
ぜ
ひ

　
な
に
は
と
も
あ
れ
、
大
誠
は
見
て

の
通
り
、
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
に
感

謝
し
た
い
で
す
。

　
い
ま
、
私
が
一
番
幸
せ
を
感
じ
る

の
は
、大
誠
を
見
た
人
が
、「
パ
パ
そ
っ

く
り
」
と
か
、「
あ
、
で
も
目
元
は
マ

マ
だ
！
」
と
か
い
う
の
を
聞
く
時
で

す
。
こ
の
子
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
私

た
ち
二
人
の
子
供
、
愛
の
結
晶
だ
！
っ

て
感
じ
る
か
ら
。

　
さ
あ
、
次
は
皆
さ
ん
の
番
で
す
。

ま
ず
は
、
後
悔
が
な
い
よ
う
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
思
い
っ
き
り
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
！
素
敵
な
恋
愛
を

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
元
気
な
赤

ち
ゃ
ん
を
ぜ
ひ
産
ん
で
く
だ
さ
い
！

高校生に話しをしている星子さん夫妻
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応募時に３歳までのお子さんを
紹介するコーナーです

　のみやま　　　　えいた

野見山　瑛太ちゃん
（H21.12. ５生まれ）
方保田（山鹿市）

♡メッセージ
ねぇね、にぃにと仲良く元気に大きくな〜れ。

　　ほしこ　　　たいせい

星子　大誠ちゃん
（H21.4.9 生まれ）

庄（鹿本町）

♡メッセージ
たいちゃんがいて、パパとママは、とっても幸せです。

●�すくすく倶楽部、みん
なの広場に掲載を希
望の人は、写真とメッ
セージ（生年月日な
ど）、原稿を山鹿市役
所秘書課まで郵送ま
たはご持参ください。
●�誌面の都合で掲載を
調整する場合があり
ます。

すくすく
倶楽部

訪問したヤウム中学校の生徒たちと菊鹿中柔道部員

岳
間
渓
谷
ぐ
る
っ
と
ウ
ォ
ー

ク
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
岳
間
渓
谷
と
里
山
あ
る
き
実
行
委
員
会

　　
岳
間
渓
谷
を
中
心
に
鹿
北
町
の
岳

間
路
を
歩
く
「
第
4
回
岳
間
渓
谷
ぐ

る
っ
と
ウ
ォ
ー
ク
」
を
計
画
。
3
回

目
の
時
に
大
好
評
だ
っ
た
の
で
、
今

回
も
春
に
計
画
し
ま
し
た
。
緑
豊
か

な
鹿
北
町
岳
間
で
一
足
先
に
春
を
見

つ
け
ま
せ
ん
か
。
先
着
３
０
０
人
。

  

会
場
で
は
、
春
の
風
物
詩
…
筍
を
味

わ
え
る
た
け
の
こ
ま
つ
り
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

●
期
日

　
　
　

3
月
27
日
㈰

●
時
間

　
　
　
午
前
8
時
受
付

　
　
　
　
　
　

9
時
ス
タ
ー
ト

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

　

　
　
　
　
　
　
岳
間
小
学
校

●
参
加
料

　
大
人
１
０
０
０
円
・
小
中

学
生
５
０
０
円
・
そ
れ
以
下
無
料

　
各
総
合
支
所
な
ど
に
備
え
付
け
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
添
付
し
て
い
る
申

込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
幸
の
国
健
康
館

　

　
　
ゆ
〜
か
む
☎
42~

５
１
０
０

目
指
す
は
柔
道
の
技
術
向
上

●
菊
鹿
中
学
校
柔
道
部

　　
菊
鹿
中
学
校
で
は
、
韓
国
の
ヤ
ウ

ム
中
学
校
と
柔
道
の
技
術
向
上
を
目

的
に
友
好
交
流
を
始
め
ま
し
た
。

　
ヤ
ウ
ム
中
学
校
は
韓
国
の
強
豪
校

で
、
学
校
を
挙
げ
て
柔
道
の
強
化
に

努
め
て
い
て
日
本
で
の
交
流
先
を
探

し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
5
月
に
ヤ
ウ

ム
中
学
校
か
ら
校
柔
道
部
員
な
ど
関
係

者
20
人
が
菊
鹿
中
学
校
を
訪
れ
、
全
校

生
徒
が
歌
を
歌
っ
た
り
韓
国
の
生
徒
の

質
問
に
答
え
た
り
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
歓
迎
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
菊
鹿
中
か
ら
生
徒
や
先

生
、
保
護
者
27
人
が
ヤ
ウ
ム
中
学
校
を

訪
問
し
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

5
月
以
来
の
再
開
で
し
た
が
す
ぐ
に
仲

良
く
な
り
、
練
習
試
合
な
ど
で
汗
を
流

し
お
互
い
に
習
得
し
た
い
技
を
教
え
合

う
な
ど
微
笑
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
韓
国
で
は
初
め
て
体
験
す
る
こ

と
ば
か
り
で
、
柔
道
を
通
し
て
韓
国
の

子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
教
育
、
文
化
、

お
も
て
な
し
の
心
を
学
び
、
温
か
い
心

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
楽
し
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
練
習
試
合
に
参
加
し
た
3
年
生
の
益

田
航
太
郎
さ
ん
、
牛
﨑
元
喜
さ
ん
、
猪

島
尚
也
さ
ん
、
森
本
雄
一
郎
さ
ん
か
ら

は
、「
言
葉
の
違
い
な
ど
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
交
流
す
る
気
持
ち
が
あ

れ
ば
分
か
り
合
え
る
と
思
っ
た
」「
組

み
手
を
取
ら
せ
ず
強
引
に
技
を
掛
け
て

く
る
な
ど
基
本
に
忠
実
な
日
本
柔
道
と

の
違
い
を
感
じ
た
」
な
ど
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
生
ま
れ
た
礼
節
を
重
ん
じ
る

柔
道
が
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
文
化
の
違
い
な
ど
見
聞

を
広
め
て
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
大
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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菊
鹿
短
歌
会　

十
二
月
作
品

真
白
な
る
大
根
干
に
刻
み
を
り
か
か
る
営え

い

い為
も
な
が
き
歳
月　
　
　
　
　
　

  　

中
原
ち
え
子

義
姉
逝
き
て
留
守
で
静
ま
る
狭さ

庭
に
は
人
を
恋
う
が
に
石
蕗
の
花
咲
く　

  　

坂
本
サ
チ
子

手
を
か
け
て
選
り
し
傷
米
庭
先
に
放
れ
ば
二
羽
の
鳩
が
寄
り
く
る　
　
　
　
　

長
野　

節
子

石
人
短
歌
会　

十
二
月
例
会

富
田
豊
子
選

暈か
さ

の
な
か
繭ま

ゆ

ご
も
る
月
お
ぼ
ろ
に
て
母
の
暖
み
の
よ
み
が
へ
り
く
る　
　
　

横
手　
　

淑

縫
ひ
物
の
手
を
止
め
て
聞
く
虫
の
声
束
の
間
の
こ
の
安
ら
ぎ
身
に
沁
む　
　
　
　

鬼
木　

芳
子

諸
々
の
影
を
う
つ
し
て
静
か
な
る
地
底
ゆ
見
る
や
う
つ
し
世
の
様　
　
　
　
　
　

皆
本　

幸
子

鹿
央
短
歌
会　

十
二
月
作
品

黄
砂
中
陽ひ

は
う
っ
す
ら
と
真
ん
丸
く
橙

だ
い
だ
い
い
ろ色

に
大
き
く
輝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
山　

妙
子

さ
わ
や
か
な
秋
日
ひ
と
加
勢
豆
収
納
パ
チ
パ
チ
は
じ
き
豆
飛
び
は
ね
る　
　
　
　
　

有
働
サ
ツ
キ

耕
運
し
真
っ
さ
ら
に
し
た
菜
園
に
玉
葱
苗
を
念
入
り
に
植
う　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

道
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

一
月
作
品

喜
び
や
涙
流
せ
し
去こ

ぞ年
の
日
々
そ
れ
ぞ
れ
越
え
し
子
ら
と
寿

こ
と
ほ

ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

た
す
き
渡
し
ゴ
ー
ル
に
倒
る
る
ラ
ン
ナ
ー
に
胸
熱
く
な
る
箱
根
駅
伝　
　
　
　

平
野　
　

妙

純
白
の
雪
下
界
を
ば
埋
め
つ
く
し
松
の
木
の
枝
綿
帽
子
か
ぶ
る　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

敏
子

鹿
北
短
歌
会　

一
月
例
会

新
年
に
夢
托
し
つ
つ
ひ
た
す
ら
に
歩
み
て
ゆ
か
ん
残
さ
れ
し
道　
　
　
　
　
　
　
　

西
牟
田
節
代

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
の
野
う
さ
ぎ
の
ま
ど
ろ
む
夢
は
春
の
若
草　
　
　
　
　
　
　
　

弓
掛
ム
ツ
子

わ
れ
死
ぬ
に
何
の
恐
れ
も
悔
ひ
も
な
し
夫つ

ま

を
威
し
て
そ
の
夜
寝
れ
ず　
　
　
　
　
　
　

深
牧
ミ
サ
キ

鹿
本
短
歌
会　

十
二
月
詠
草

傾か
し

ぎ
た
る
秋あ

き

び陽
の
蔭
に
な
ぞ
り
を
り

｢

百
万
遍
念
佛｣

埋
も
れ
し
碑
文
字　
　

中
川　

晶
子

歌
会
に
詠
む
歌
き
け
ば
そ
の
人
の
人
柄
に
じ
み
な
つ
か
し
く
な
る　
　
　
　
　
　

宮
本
多
加
子

夕
暮
れ
て
い
ま
し
昇
り
し
満
月
の
橙

だ
い
だ
い
い
ろ色
が
歩
み
を
奪
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

照
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
二
月
例
会

冨
田
土
管
選

抱
き
合
う
て　

噛
ん
で
見
せ
ら
す
金
メ
ダ
ル

宮
本
て
つ
哉

憎
ら
し
さ　

隣
の
孫
が
出
来
の
え
え長

瀬　

狂
介

ま
た
正
月　

刻
む
い
の
ち
に
積
る
知
恵

荒
木　

洋
佑

目
い
っ
ぱ
い　

や
っ
て
悔
い
無
し
八
十
路
坂

藤
本　

明
子

こ
る
が
良
か　

決
定
権
は
山
の
神

飯
田　

東
原

黒
田
如
水
選

憎
ら
し
さ　

俺
の
古
き
ず
い
い
ふ
ら
す

木
村　

圭
吾

こ
る
が
良
か　

か
ら
い
も
飯
は
う
ま
か
な
ァ

城　
　

紫
葉

目
い
っ
ぱ
い　

う
っ
た
っ
て
行
く
ク
ラ
ス
会

田
木　

京
花

ぶ
て　

ガ
ソ
リ
ン
が
つ
も
釣
れ
じ
ゃ
っ
た

立
山　

連
峰

ま
た
正
月　

孫
の
多
か
と
や
お
い
か
ん

長
野　

お
節

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
二
月
例
会

課
題
句　

ね
ん
か
か
り　

月
を
眺
む
る
宿
の
妻

　

島
北　

鎌
岳

行
き
違
い　

親
子
喧
嘩
の
納
ま
ら
ん石

本　

邦
昭

ね
ん
か
か
り　

年
末
払
い
も
親
だ
の
み

森
山　

旬
彩

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

一
月
作
品

一
人
寝
の
足
に
は
さ
み
し
湯た

ん

ぽ婆
か
な富

士
木
勇
人

初
雪
や
庭
か
け
回
る
子
の
笑
顔

村
上　

真
一

初
夢
に
期
待
ふ
く
ら
む
胸
の
奥

大
薗
美
奈
子

山
鹿
俳
句
会　

十
二
月
例
会

岩
岡
中
正
選

冬
耕
の
人
に
暮
色
の
せ
ま
り
く
る　

　
　
　

坂
田　

貞
子

ひ
と
頻し

き

り
さ
わ
ぎ
し
乙
女
落
葉
道

　
　
　

平
野
ム
ツ
子

は
ぐ
れ
鶴
に
野
は
茫ぼ

う
ぼ
う々

と
あ
る
ば
か
り　

　
　
　

有
働　

博
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

観
音
の
仏
具
磨
き
て
年
お
さ
む　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

内
古
閑
ひ
と
み

会
釈
し
て
立
ち
去
る
人
や
つ
は
の
花　

　
　
　

酒
井　

睦
美

皹あ
か
ぎ
れに

つ
な
が
る
思
い
母
の
こ
と

　
　
　

吉
里
千
鶴
子

鹿
本
俳
句
教
室　

 

十
二
月
例
会

利
光
釈
朗
選

薄
れ
ゆ
く
靄も

や

の
中
か
ら
炬こ

た

つ燵
舟　

小
島　
　

稔

大
売
り
出
し
店
を
め
ぐ
り
て
日ひ

み
じ
か短

荒
木　

文
子

団だ
ん
ら
ん欒

の
笑
顔
で
囲
む
炬こ

た

つ燵
か
な

渡
邊　

津
代

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌
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新着図書ピックアップ

ＫＡＧＥＲＯＵ　    
齋藤　智裕／著　ポプラ社

　肉体と魂を分かつものとは何か ?
深い苦悩を抱え、主人公は終末の場
所へと向かう。そこで、彼は一つの
儚
はかな

き「命」と出逢い、かつて抱いた
ことのない愛することの切なさを知る。
哀
あ い せ つ

切かつ峻
し ゅ ん れ つ

烈な「命」の物語。

　日本でナンバーワンのニュース
解説者が、「国際貢献」の意義と意
味、そして「国際貢献」という仕
事の価値について解説いたします。
いままでなかった「国際貢献の教
科書」です。

世界を救う7人の日本人
池上　彰／著　日経ＢＰ社

《今月は中央公民館図書室から》

トイレの神様　    
植村　花菜 /文　とりごえまり/絵

　講談社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷２月23日㈬　午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷�２月5日㈯・12日㈯・19日㈯
　　　　　 26日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷２月１日㈫・８日㈫・15日㈫
　　　　　 22日㈫　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷２月１日㈫・８日㈫・15日㈫
　　　　　 22日㈫　午前10時45分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷２月1１日㈷・21日㈪〜25日㈮
山鹿市鹿本図書館
　▷２月７日㈪・11日㈷・14日㈪
　　　　 21日㈪・28日㈪
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日

問い合わせ先
中央公民館図書室　　☎ 43 ｰ 1101
鹿本図書館　　　　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北公民館図書室　　☎ 32 ｰ 2059
菊鹿公民館図書室　　☎ 48 ｰ 3115
鹿央公民館図書室　　☎ 36 ｰ 2183

蔵書場所の省略表記
��鹿本図書館　　　　【鹿本】　　中央公民館図書室　【中央】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

　おばあちゃんから『トイレには
女神様がいるから、掃除をすると
べっぴんさんになれる』と言い聞
かされて…。話題の『トイレの神様』
が待望の絵本に。

【中央】 【中央】
【鹿本】
【鹿央】

【中央】
【鹿本】

特別整理休館のお知らせ
　中央公民館図書室では図書資料などの
蔵書点検のため、下記の期間を特別整理
休館とします。
２月21日㈪から25日㈮まで

　利用者の皆さまにはご不便をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。

⃞▶和紙ちぎり絵　菊鹿教室作品展
　 　風景、静物など約 20 点展示
　　 前期　2 月 1 日㈫から 14 日㈪まで
⃞▶鹿央町かがやき水彩画教室作品展
  　 風景、静物など約 20 点展示
　　後期　2 月 15 日㈫から 28 日㈪まで
問パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎ 44-4835
　時間　午前 11 時 30 分から午後９時まで（日曜日定休）
　（最終日はそれぞれ午後３時まで）

⃞▶第３回古布で暮らしを楽しむ展
　　 期間　3 月 12 日㈯から 13 日㈰まで
　　 時間　午前 10 時から午後４時まで
　　 場所　酒蔵 ｢天聴｣
●同時開催　自分だけのベストを作りませんか
　　 募集人員　先着 7 人（両日）
　　 参加料　1,000 円（材料代、保険料）
　　 申込期限　2 月 15 日㈫
※野菜たっぷりのだんご汁を用意してお待ちしています。
問☎ 43 ‐ 3161（長瀬）・☎ 44 ‐ 6808（伊東）

⃞▶陶芸と染色作品展
　　陶芸家黒田泉さんと陶芸教室の皆さんの作品
　　および黒田純子さんの染色作品展を行います。
　 　期間　2 月１ 日㈫から 28 日㈪まで
　 　時間　午前 9 時から午後 5 時半まで
　　 場所　平小城ふれあい広場
問平山温泉観光協会内　☎ 44-0522（石井）
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山
鹿
市
蒲
生
、
県
道

１
９
７
号
沿
い
に
金
刀
比
羅

神
社
の
一の
鳥
居
が
あ
り
ま

す
。金
刀
比
羅
神
社
は
「
金

毘
羅
神
社
」と
も
書
き
、「
こ

ん
ぴ
ら
さ
ん
」と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。　

　
一の
鳥
居
は
、
金
刀
比
羅

神
社
・
不
動
岩
へ
の
入
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一の
鳥
居
か

ら
二
〇
〇
㍍
ほ
ど
直
進
す
る

と
二
の
鳥
居
が
続
き
ま
す
。

そ
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
少
し
行
く
と
「
市
指
定
文
化
財

　
凡ば

ん
ど
う
じ
あ
と

導
寺
跡

善ぜ
ん
こ
う
じ
し
き

光
寺
式
一い

っ
こ
う
さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う

光
三
尊
像
」
の
標
柱
が
あ
り
、
お
堂
に
は
銅ど

う
ち
ゅ
う鋳

造
り
の

三
尊
像
〔
一
七
三
二
（
享き

ょ
う
ほ
う保

十
八
）
年
作
〕
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
山
鹿
郡
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
の
二
十
二
番
札
所
で
も
あ
り

ま
す
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
ご
ろ
、
こ
の
金
刀
比
羅
神
社
の

敷
地
内
の
雑
木
林
で
「
経き

ょ
う
づ
つ筒

」
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
面
に
刻

ま
れ
た
銘
文
か
ら
山
岳
修
行
の
行
者
で
あ
っ
た
僧
・
慶け

い
ゆ
う有

と
い
う
人

が
平
安
時
代
の
末
期
〔
一一四
五(

久き
ゅ
う
あ
ん安

元
）
年
〕
に
埋
め
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
経
筒
は
「
県
指
定
文
化
財

　
凡
導
寺
の

経
筒
」
と
し
て
、
現
在
は
市
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
の
鳥
居
か
ら一
〇
〇
㍍
ほ
ど
登
る
と
三
の
鳥
居
が
あ
り
、
さ
ら
に

進
む
と
四
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
四
の
鳥
居
あ
た
り
か
ら
は
杉
木
立

が
続
き
、
道
は
石
段
と
な
っ
て
苔こ

け

む
し
て
い
ま
す
。
そ
の
奥
、
五
つ
目

の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
金
刀
比
羅
神
社
、
穴
観
音
、
作さ

く

の
神
、
少
し
離

�

十
二�

、���
開
業
式
は
カ
ー
バ
イ
ト
ガ
ス

　
　
　
の
照
明
で

　

１
０
０
年
前
の
八
千
代
座
開
業
式
の
奉
納
額
に
「
カ
ー
バ
イ

ト
掛か

か
り

亀
井
大
平
」「
電
話
掛　

井
上
ハ
ツ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
山
鹿
に
は
ま
だ
電
気
が
な
く
、
八
千
代
座
の
舞
台
、
客

席
、
売
店
、
便
所
、
楽
屋
は
カ
ー
バ
イ
ト
の
灯
り
で
照
ら
さ
れ
、

電
話
機
（
木
製
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
か
け
る
）
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
バ
イ
ト
ラ
ン
プ
が
灯
具
と
し
て
、
夜
店
や
夜
釣
り
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
た
の
を
ご
存
じ
な
の
は
、
50
歳
位
の
人
ま
で
で

し
ょ
う
。
カ
ー
バ
イ
ト
と
水
が
反
応
し
、
発
生
し
た
ア
セ
チ
レ

ン
ガ
ス
が
燃
焼
し
て
、
白
く
、
明
る
い
光
が
で
る
仕
組
み
で
す
。

そ
ん
な
ラ
ン
プ
が
ま
だ
納
屋
の
奥
に
眠
っ
て
い
る
お
宅
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
け
ら
落
と
し
の
大
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
て
い
る
八
千
代
座

の
舞
台
を
照
ら
し
て
い
た
の
は
、
天
井
か
ら
鉛
の
管
が
下
が
り
、

そ
の
先
に
反
射
板
の
傘
と
ガ
ラ
ス
の
フ
ー
ド
が
つ
い
た
十
数
個

の
カ
ー
バ
イ
ト
の
ガ
ス
灯
の
灯
り
で
し
た
。

　

客
席
の
四
隅
に
も
ガ
ス
灯
が
何
本
か
下
が
り
、
ま
す
席
の

上
に
は
、
ガ
ス
灯
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
燦き

ぜ
ん然

と
輝
き
、
天
井
、

欄ら
ん
ま間

の
色
鮮
や
か
な
広
告
画
を
目
立
た
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
欄
間
の
広
告
画
は
ガ
ラ
ス
の
上
に
描
か
れ
て
お
り
、
ガ
ス

の
光
を
反
射
し
て
明
る
く
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

前
に
紹
介
し
た
『
水
絵
に
の
こ
す
山
鹿
』
に
は
、「
舞
台
の
ガ
ス

灯
に
長
い
さ
お
で
パ
ッ
と
火
を
つ
け
た
の
を
忘
れ
ら
れ
な
い
」

「
舞
台
に
は
ま
だ
電
灯
が
な
く
、
カ
ー
バ
イ
ト
の
鼻
を
つ
く
匂
い

が
ま
す
席
に
ま
で
充
満
し
て
い
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
座
の
『
建
築
計
算
報
告
書
』
に
「
瓦が

す斯
86
カ
所
発
生

機
３
個
ほ
か
一
式　

４
８
２
．
９
５
１
円
」
と
あ
り
、
同
『
決

算
仕
分
帳
』
に
は
「
瓦
斯
機
械
及
取
付
之
部
」
に
「
米
村
氏
」

へ
の
支
払
い
の
ほ
か
、「
瓦
斯
小こ

や家　

波
板
３
枚
代
」「
瓦
斯
小

屋
用
材
料
」「
瓦
斯
ノ
ホ
ヤ
火ひ

ぐ
ち口

傘
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
同
『
建
築
坪
数
明
細
書
』
に
「
壹ひ

と
つ
ぼ坪

五
合　

但
シ
瓦
斯
タ
ン

グ
ウ
場
ト
タ
ン
屋
根　

壹
間
ノ
壹
間
五
合
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
八
千
代
座
内
に
電
線
の
よ
う
に
ガ
ス
管
が
張
り
巡

ら
さ
れ
、
86
カ
所
で
ガ
ス
灯
が
つ
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
多
分

東
西
の
庭
と
事
務
所
の
屋
外
に
ガ
ス
タ
ン
ク
（
発
生
機
）
を
入

れ
た
ト
タ
ン
屋
根
の
小
屋
を
３
カ
所
造
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ホ
ヤ
は
ガ
ス
灯
の
火
を
覆
う
フ
ー
ド
で
、
火
口
は
点
火
す
る
口
、

傘
は
反
射
用
の
傘
の
こ
と
。
大
正
３
年
に
臨
時
電
気
灯
が
役
者

部
屋
に
と
も
り
、
５
年
に
は
全
部
電
灯
に
変
わ
る
ま
で
の
数
年

間
の
こ
と
で
す
。

　

八
千
代
座
に
近
代
の
灯
具
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

文　

前
山
鹿
市
立
博
物
館
館
長　

木
村　

理
郎
さ
ん

大正時代にガス式を電気式に改造
して使われたシャンデリア

不ふ

ど

う

が

ん

動
岩
と
金こ

と

ひ

ら

刀
比
羅
神
社

（
山
鹿
市
蒲か

も
う生

） 連載第64回
中不動から見た前不動
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温故知新

れ
て
足あ

し
て手

荒こ
う
じ
ん神

、
奥
に
宮み

や
じ
だ
け

地
嶽

神
社
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
毎
月
十
日
の
月
参
り
と
毎
年

十
月
十
日
に
年
祭
礼
、
正
月
三

が
日
に
は
お
こ
も
り
を
行
う
な

ど
、
地
元
の
あ
つ
い
信
仰
心
が

う
か
が
え
る
場
所
で
す
。

　
金
刀
比
羅
神
社
を
後
に
し
て

登
山
道
を
さ
ら
に
進
む
と
前
不

動
岩
の
真
下
に
出
ま
す
。
あ
た

り
は
整
備
さ
れ
て
い
て
岩
の
下

に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
動
岩
は
前
不
動
、中
不
動
、

後う
し
ろ

不
動
の
三
岩
か
ら
な
っ
て
お
り
、
地
質
学
的
に
は
久く

ば
る
れ
き
い
し

原
礫
石
層

の
一
部
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
「
さ
ざ
れ
石
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
不
動
岩
周
辺
の
登
山
道
は
九
州
自
然
歩
道
の
ル
ー
ト
で

あ
り
、
丸
木
階
段
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
不
動
か
ら
階
段
を

登
る
と
や
が
て
中
不
動
の
頂
上
に
出
ま
す
が
、
晴
天
で
あ
れ
ば
雲

仙
普ふ

げ
ん
だ
け

賢
岳
ま
で
遠
望
で
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
登
る
と
頂
上

で
あ
る
後
不
動
に
出
ま
す
。

　
前
不
動
は
毎
年
、
正
月
三
が
日
・
四
月
の
温
泉
祭
・
八
月
の
灯
籠

祭
の
時
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
協
力
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本

　
義
文
さ
ん
（
山
鹿
市
久
原
）

325

９

鹿本総合支所

 不動岩

金刀比羅神社

不動岩と金比羅神社位置図

金刀比羅神社

なつかしい写真

　当時は養蚕と製糸業が大変盛んでした。熊本
県の養蚕・製糸業の開祖と言われたのが、祖父
の親太郎の祖父にあたる長野濬

しゅんぺい

平です。
　運動会では必勝祈願の大のぼりが数多く立ち、
大いににぎわったそうです。優勝は、親太郎が経
営する来民製糸場でした。

昔懐かしい写真を探しています
問秘書課　広聴広報係　☎４３−１１１２

鹿本郡内の製糸工場対抗による運動会
写真提供者◦安武　公美さん（鹿本町）
撮影日◦昭和 10 年 11 月３日

山鹿の歴史などを知り、新しい山鹿を発見してもらうページです

＊主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千代
　座までどうぞ（☎４４ ‐ ４００４）

　2月
開催日 行　事　名 時間 料金

 4 日㈮
第 22 回義士親善友好都市交流会議

忠臣蔵サミット in 山鹿
午後 無料

  5 日㈯
ＮＰＯ法人やまが元気倶楽部設立記念

　　　　創作ダンス公演会　　　　
　福岡大学附属若葉高等学校ダンス部

午後 有料

  8 日㈫ 　第 54 回熊本県保育研究大会 山鹿大会 午前 関係者
  9 日㈬  休館日 − −
11 日㈷ 第 2 回山鹿市地域づくり講演会 午後 無料
13 日㈰ 若柳流宗家　九州支部　かたばみ会 日中 有料

19 日㈯
認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

フォーラム in やまが
午後 無料

20 日㈰ 八千代座子供カブキ教室発表会 午後 無料

24 日㈭
　　やまが成年後見センター設立記念　　

成年後見制度研修会
日中 関係者

26 日㈯ 男女共同参画フォーラム in やまが
〜誰もが自分らしく心豊かにともに輝くために〜

午後 無料

山鹿風情物語
●日時　毎週金・土曜
　　　　 午後 8 時 30 〜
●場所　八千代座　
●入場料　500 円　
●内容　山鹿太鼓・山鹿灯籠踊り
　　　　・お楽しみ抽選会
問山鹿温泉観光協会
☎ 43-2952　
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小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

校訓「考えぬき　信じぬき　努めぬく」
　　チーム鶴城！鶴城スピリッツ！

鶴城中学校

山鹿子育て支援センター　　　☎ 43 ‐ 1270
鹿北子育て支援センター　　　☎ 32 ‐ 3194
菊鹿子育て支援センター　　　☎ 48 ‐ 4660
鹿本子育て支援センター　　　☎ 46 ‐ 2635
鹿央子育て支援センター　　　☎ 36 ‐ 2150
つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢)　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 43 ‐ 1155
第 一 児 童館　　　　　　　　　 ☎ 43 ‐ 1128
中央児童センター　　　　　　　☎ 44 ‐ 0057
児 童 セ ン ター　　　　　　　　 ☎ 46 ‐ 4441
鹿 本 児 童 館　　　　　　　　 ☎ 46 ‐ 4455

●�一番心に残ったのは、星子さん夫婦の話です。お父さんは育児の大変さ、お母さんは妊娠した時の気持ちや命の大切さを話され、
本当に分かりやすかったので、たくさんのことが頭に入り、とても濃い時間になりました。大誠くんも愛されていて理想の夫
婦であり理想の家族です。簡単に中絶する人が増えていて、たくさんの命が亡くなっていることがとても残念でした。自分も
望まれた子を産んで愛情いっぱいで育てたいと思いました。

●�一番印象に残っていることは、星子さんの育児体験です。お父さんが話された男性目線での体験談を聞いて、僕も子どもが出
来たら積極的に育児に協力していきたいと思いました。

●�今回の赤ちゃんふれあい報告会を通して気がついたことは、赤ちゃんは周りを癒してくれ、笑顔にさせてくれると思いました。
自分も赤ちゃんとふれあい笑顔になることができたと思います。実際に話を聞き、子育ては経済力やいろいろな面で大変だと
話されました。自分もしっかりと考えていいお父さんになりたいと思いました。

子育て支援課と鹿本商工高等学校の連携で実現
した「高校生と赤ちゃんふれあい交流事業」

　全校生徒 110 人と少人数ですが、豊かな自然の中で、仲良
く元気に過ごしています。その中で特色ある実践を２つ紹介
します。
　７年前、県下各地から提供していただいた矢旗を法被に作
り替え、それ以来本校の伝統になっている、よさこいソーラ
ン節は、学校の体育大会の種目だけでなく、地域の祭りやイ
ベントなどでも数多く披露しています。この交流は地域と学
校を結ぶ活動として、地域からも大変喜ばれています。今年
度は選択体育授業で学んでいる男子も加わり、しなやかさに
プラス力強さを表現した踊りを披露し、地域の皆さんに高い
評価を得ています。

●鶴城中学校データ●　宮田恭幸校長　生徒数 110 人

駅
伝
大
会
で
は
ク
ラ
ス
が
団
結
し
ま
す

体育大会でのよさこいソーラン節

●子育て相談など、お気
軽に。ほかにも楽しいイ
ベントを行っています。
詳しくは、お近くのセン
ターか児童館までどうぞ。

生徒の感想の一部を紹介します

　この事業は、７月 14 日から 12 月 8 日の半年間（7 回）、鹿本商工の
セミナーハウスで、子育て中の親子と生徒のみなさんがふれあい、生命
の大切さや家庭の役割を見直す機会として実施しました。リピーターの
親子の参加も多く、感謝しています。
　最後の報告会では、179 人の生徒一人一人から感想をいただきました。

→ 12 月 8 日、鹿本商工高等学校体
育館で講話する星子さん夫妻。鹿本
商工 3 年生全生徒の前で、結婚、出
産、育児の体験を通して、親になる
とは、親としての自覚、心構えなど、
より具体的にそして本音で話されま
した（内容はみんなの広場に掲載）

　12 月に実施した校内駅伝大会は、山鹿市カルチャースポー
ツセンタークロスカントリーコースに場所を変更して 2 年目。
起伏にとんだすばらしいコースで、17 チームで健脚を競い合
いました。この大会は、平素の体育学習を通して、持久力・体
力の向上はもちろん、襷

たすき

に思いを込め、生徒相互の団結力を図
ることをねらいとして実施しました。
　心配した天候にも恵まれ、参加した生徒全員が心を一つにし
て完走できました。きついこと・つらいことを乗り越える（困
難に打ち克つ）経験がまた一つ増えました。この経験も今後の

「自信」につなげる源になっています。
　このように全校生徒が、「自信」と「誇り」を持ち伝統を守
るために主体的に取り組んでいます。このことは、校訓である

「考えぬき　信じぬき　努めぬく」姿そのものです。

やったね。ゴール
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わくわくネット　山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

地域と共に
岳間保育園　☎ 32 − 2459

　山鹿で一番小さな岳間保育園の園児たちは、地域の
人々の温かさに包まれながら過ごしています。
　市木老人会の人たちとのミニ門松づくり。材料の提供もさ
ることながら、子どもたちと一緒に手を添えながらの心温ま
る作業でした。
　各地区のいきいきサロンに出かけお遊戯の披露。おじい
ちゃん、おばあちゃんの子どもたちへの優しいまなざし。子
どもたちは、自然とおばあちゃんに抱っこされたりと温かい
時間でした。「子どもの温もりは久しぶりに感じたバイ」と
涙ぐまれたシーンもあり、子どもの笑顔や声の存在が地域の
人たちに、どれだけ元気を与えるか実感した瞬間でした。

家庭と地域と学校と連携した環境教育に
小中学校版熊本県環境ＩＳＯコンクールで最優秀賞受賞

三玉小学校

　本校では、「心豊かでたくましく、自ら学ぶ子どもたち
を育てる」を教育目標に掲げ、さまざまな教育実践を積
み重ねてきました。特に、平成 20 年度から学校と家庭・
地域が連携した環境教育の実践に取り組んでいます。子
どもたちの地道な取り組みが認められ、昨年度は熊本県
小・中学校版環境ＩＳＯコンクールで最優秀賞を受賞し
ました。本年度は、「昨年よりも一歩前進」を合い言葉に、
新たな三玉小学校版 環境ＩＳＯを決め、子どもたちの思
いを大切にしながら実践を積み重ねてきています。
 　今年６月には、山鹿市から学校に太陽光発電システム
を設置してもらい、さらに意欲的に身近な環境に働きか
ける子どもたちの姿をみることができるようになりまし
た。
　「電気はこまめ に消す」「コップ一杯の水で歯磨きをす
る」といった省エネルギーの取り組みを継続しているこ
とで、電気使用量は前年度比で８％、水道使用量は前年
度比で１０％削減できており、目標としていた「前年度
比３％削減」を大きく上回る結果を残しています。
 　朝から各地区で行われる資源ごみ分別回収活動の参加
や、地域のすばらしさを区長さんたちに聞き取る環境レ
ポーター活動を通して、ふるさと山鹿に誇りをもつ子 ど
もたちが育ってきています。

おじいちゃん、おばあちゃんとの絆
きずな

は、
ひざの上の絵本から

八幡保育園☎ 43 − 1157
　「地域の老人会交流活動を通して、人とかかわること
を喜び、人の思いに気づき、人としての大切な事を身
につけ、ふるさとの素晴らしさに気づく」という目標
を持って、年６回（６月桜もち作り・７月七夕飾り・
10 月絵本の読み聞かせ・12 月クリスマス会・2 月ひな
祭り餅つき・3 月卒園式参加）などの交流活動を行って
います。おじいちゃんやおばあちゃんも ｢自分たちが
癒され、元気をもらっている。｣ と喜んでくださってい
ます。

●三玉小学校データ●　芹川博己校長　児童数 219 人

環
境
レ
ポ
ー
タ
ー
も
大
活
躍

資
源
ご
み
分
別
回
収
活
動
に
参
加
す
る
児
童

「どれどれじいちゃんがしてやろだい」

保育園の桜の葉を塩漬け
にして、おばあちゃんた
ちと桜餅を作りました

おじいちゃんの
おひざ、だーいすき
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿市健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０

　

２月は献血日を 3日間設けました。あなたの協力をお待
ちしています。期日と場所と受付時間は次のとおりです。

２月　１日㈫　　　山鹿警察署　　　午前 9時半〜お昼 12時
２月　１日㈫　　　山鹿市立病院　　午後１時半〜 3時半　

２月２３日㈬　　　ひだまり　　　　午前 9時半〜 11時半　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・お昼 12 時半〜 3 時半
　
２月２４日㈭　　　山鹿市役所　　　午前 9時半〜 11時半
　　　　　　　　　　　　　　　　・お昼 12 時半〜 4 時
　　

人間を救えるのは
人間です
献血ご協力をお願いします

3
月
1
日
〜
8
日
ま
で
は

「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す

　
平
成
22
年
度
に
受
け
た
健
診
の
結
果

は
い
か
が
で
し
た
か
？

　「
精
密
検
査
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
と

い
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
ま
せ

　「
平
成
23
年
度
各
種
健
診
の
ご
案
内

と
調
査
票
」
を
、
19
歳
以
上
の
人
が
い

る
全
世
帯
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
。
健
診

は
、
年
に
一
度
、
自
分
の
健
康
状
態
を

健
診
の
調
査
票
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

��

Ａ
Ｔ
Ｌ
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
っ
て
起
き
る
病
気

　
Ａ
Ｔ
Ｌ
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
と

は
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
１
と
い
う
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
起
き
る
疾
患
で
す
。

　
西
日
本
、
特
に
九
州
と
沖
縄
に
多
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
主
な
感
染
経
路

は
、
輸
血
・
性
交
・
母
乳
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
、
母
親
か

ら
子
ど
も
へ
の
母
乳
を
介
し
た
母
子
感

染
で
す
。

　
お
母
さ
ん
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い

る
と
、
授
乳
な
ど
で
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
病
気
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
た

い
人
は
、
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

��

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
１
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て

い
る
か
調
べ
る
に
は

　
妊
婦
さ
ん
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い

る
か
ど
う
か
は
血
液
検
査
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

��

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
１
抗
体
検
査
に
は
助
成

を
し
ま
す

　
そ
こ
で
山
鹿
市
で
は
、
平
成
22
年
10

月
6
日
以
降
に
行
っ
た
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
１

抗
体
検
査
に
、
次
の
と
お
り
償
還
払
い

で
助
成
を
行
い
ま
す
。（
1
月
か
ら
は

熊
本
県
下
の
医
療
機
関
で
は
、
妊
婦
健

康
診
査
受
診
票
の
初
回
受
診
分
に
検
査

し
て
い
ま
す
）

��

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
償

還
払
い
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

●
対
象
と
な
る
人

　

　
平
成
22
年
10
月
6
日
以
降
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ

Ｖ
︲
１
抗
体
検
査
を
受
け
た
妊
婦
。

※�

た
だ
し
、
平
成
23
年
1
月
以
降
に
妊

婦
健
康
診
査
受
診
票
（
初
回
）
を
使

用
し
、
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
し
た

人
は
除
き
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｔ
Ｌ
」（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
１
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

赤ちゃんを
　　　　ウイルスから守ろう

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
１
（
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ

Ｔ
︲
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ 

ｌ
ｅ
ｕ
ｋ
ｅ
ｍ
ｉ
ａ

ｖ
ｉ
ｒ
ｕ
ｓ 

ｔ
ｙ
ｐ
ｅ 
Ⅰ
）と
い
う

ウ
イ
ル
ス
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
申
請
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

･

母
子
健
康
手
帳

･�

振
込
み
を
希
望
す
る
通
帳
（
本
人
名

義
の
も
の
）

･�

領
収
証
（
レ
シ
ー
ト
、
宛
名
な
し
は

不
可
）、
あ
れ
ば
医
療
費
明
細
書

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

●
申
請
を
す
る
場
所

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進

課
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
（
市
民
生
活

課
）
ま
で

●
申
請
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　
受
診
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
１
年
以
内
で
す
の
で
、
申
請
は
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

ん
か
？

　
最
近
ど
う
も
調
子
が
悪
い
と
い
う

人
、
毎
日
、
家
事
や
育
児
、
仕
事
に
振

り
回
さ
れ
、
自
分
の
健
康
の
こ
と
は
、

二
の
次
に
と
い
う
人
…
こ
の
機
会
に
、

し
っ
か
り
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
各
種
健
診
希
望
調
査
票
を
提
出
し
、

ぜ
ひ
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
健
診
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
の
生

活
の
中
で
健
康
管
理
な
ど
で
お
悩
み

の
人
は
、
お
気
軽
に
健
康
増
進
課
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
栄
養
士
、
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

確
認
し
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会
で

す
。

　
調
査
票
は
、
希
望
す
る
人
も
し
な

い
人
も
、
２
月
15
日
ま
で
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
増

進
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



 みんなの健康手帳
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   母子健康手帳
   交付日

■期　日　　２月３日㈭
■時　間　　午後 1時３０分〜３時
■場　所　　ひだまり

■期　日　　２月７日㈪・１４日㈪・
　　　　　　　２１日㈪・２８日㈪
■時　間　　午後１時３０分〜４時
■場　所　　山鹿健康福祉センター

●持ってくる物　妊娠証明書と印鑑
この日程で都合が悪い場合は、個別に相談に応
じます。お気軽に健康増進課保健師まで連絡し
てください。

山鹿市立病院通信

山
鹿
市
立
病
院

　
☎
44-

２
１
８
５

　
　子

宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン

と
子
宮
頸
が
ん
検
診

山鹿市立病院
女性外来

（婦人科・思春期・更年期）

片渕　美和子

ク
ス
の
経
験
が
な
け
れ
ば
十
分
、
間

に
合
い
ま
す
。
経
験
の
あ
る
人
は
、

ま
ず
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
検
診
で
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
な
い
こ
と
が
わ

か
れ
ば
、
予
防
接
種
の
効
果
は
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
で
に
感
染
を

受
け
て
異
常
が
認
め
ら
れ
た
人
は
、

ワ
ク
チ
ン
で
は
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
期
検
診
や
手
術
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
２
０
種
以

上
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の

中
で
も
悪
性
の
16
型
、
18
型
の
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
も
の
で
す
。
子
宮
頸

が
ん
に
は
、
他
の
型
の
ウ
イ
ル
ス
が

関
係
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
予
防

接
種
を
受
け
て
い
て
も
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
必
要
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
は

検
診
に
よ
っ
て
が
ん
に
進
む
前
に
発

見
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
検
診
で
異

常
の
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

性
器
出
血
や
帯
下
（
お
り
も
の
）
な

ど
の
な
い
人
も
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で

も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
山
鹿
市
で
も
中
学
生

の
女
子
へ
の
接
種
が
自
己
負
担
１
、

５
０
０
円
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
中
学
生
が
対
象
と
な
る
大
き
な

理
由
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な

る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
が

セ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
子
宮
頸
部
に
入

り
込
む
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
セ
ッ

ク
ス
を
始
め
る
前
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
済
ま
せ
る
た
め
で
す
。
こ
の
年

代
は
免
疫
反
応
が
強
く
、
予
防
接
種

を
３
回
受
け
る
こ
と
で
十
分
な
免
疫

力
が
得
ら
れ
、
効
果
は
約
８
年
間
以

上
20
年
、
保
た
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
中
学
生
は
思
春
期
真
っ
只

中
、
セ
ッ
ク
ス
へ
の
関
心
が
芽
生
え

る
と
と
も
に
、
こ
の
予
防
接
種
の
意

味
も
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

中
学
生
以
上
の
人
で
も　

　
そ
れ
以
上
の
年
齢
の
人
で
も
セ
ッ

元気の
お手伝い

Vol.22

二
種
混
合
（
破
傷
風・ジ
フ
テ
リ
ア
）
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
（
麻

し
ん
・
風
し
ん
）
の
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
人
は

　
22
年
度
の
二
種
混
合
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
予

防
接
種
の
対
象
と
な
る
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。
母
子
手
帳
で
接
種
の
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。接
種
し
て
い
な
い
人
は
、

3
月
末
日
ま
で
に
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
広
報
5
月
号
と
８
月
号
、
山

鹿
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
ま

す
。
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
し
て

く
だ
さ
い
。

●
二
種
混
合
の
対
象
と
な
る
人

　
小
学
６
年
生
で
す
（
平
成
10
年
4
月

2
日
〜
平
成
11
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

●
Ｍ
Ｒ
の
対
象
と
な
る
人

Ｍ
Ｒ
２
期:

平
成
16
年
４
月
２
日
〜

平
成
17
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

Ｍ
Ｒ
3
期:

平
成
9
年
４
月
2
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
た
の
人

Ｍ
Ｒ
4
期:

平
成
4
年
４
月
２
日
〜

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

子宮頸
け い

がん・ＨｉＢ・小児用肺炎球菌予防
ワクチン接種のお知らせ
●山鹿市では、国の「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促
進事業」をふまえ、平成 22 年度は、対象年齢を限定し
て、ワクチン接種を行います。対象となる人には、個別
に通知を送りますが、あくまで保護者の希望による接種
で、法律上の義務はありません。平成 23年度の接種は、
後日、広報紙などでお知らせしていきます。

■�
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
1

月
号
か
ら
掲
載
し
て
い
ま

せ
ん
。
健
康
増
進
課
に
、

各
健
診
の
日
程
を
一
覧
表

に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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悪
質
な「
有
料
メ
ー
ル
交
換
サ
イ
ト
」

に
ご
注
意
！

【
相
談
内
容
】

　
無
料
占
い
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
と
、
出
会
い
系
サ
イ
ト

か
ら
「
話
し
相
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
サ
イ
ト
で
の
メ
ー
ル
交
換
は
お
金
が
か
か
り
、

直
接
連
絡
先
を
交
換
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
た
め
の
料

金
を
請
求
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
連
絡
先
は
交
換
で
き
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
費
用
を
請
求
さ
れ
る
。相
手
か
ら「
料

金
は
負
担
す
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
だ
ま
さ
れ
た
と
思
う

の
で
、
お
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

【
問
題
点
】

１�

無
料
占
い
サ
イ
ト
な
ど
に
登
録
す
る
と
、
別
の
有
料
メ
ー

ル
交
換
サ
イ
ト
に
も
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

２�

相
手
と
の
関
係
、
金
銭
問
題
な
ど
で
メ
ー
ル
を
続
け
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
。

３�

業
者
が
「
サ
ク
ラ
」
を
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
有
料
メ
ー
ル
交
換
サ
イ
ト
の
場
合
、
メ
ー
ル
交
換
な
ど
を

す
る
ほ
ど
サ
イ
ト
業
者
が
収
入
を
得
る
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※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問本庁総務課監理検査室　☎ 43 ‐ 1118

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

12/  6 平成 22 年度　菊鹿東部Ⅱ期地区中継ポンプ施設（その 1）
工事（農業集落排水）

菊鹿町阿佐古・池永
地内 熊本利水工業㈱ 26,932,500

12/  6 平成 22 年度　菊鹿東部Ⅱ期地区中継ポンプ施設（その 2）
工事（農業集落排水） 菊鹿町上永野地内 ㈱ミゾタ熊本支店 20,475,000

12/  6 平成 22 年度　菊鹿東部Ⅱ期地区 15 工区（幹線 4 号その 1）
工事（農業集落排水） 菊鹿町上永野地内 ㈲元田工務店 27,158,250

12/  6 名塚中央線舗装工事 名塚地内 ㈱岩下建設 11,390,400
12/  6 林道三楠竹の谷線開設工事 鹿北町岩野地内 ㈲古田建設 60,175,500
12/ 21 平成 22 年度　弁天地区水道管更新工事（その 2）（上水道） 鹿北町岩野地内 ㈲八代設備 13,965,000
12/ 21 中核作業道荒平田中線開設工事（3 工区） 鹿北町多久地内 ㈲梶川工業 17,766,000
12/ 21 中核作業道荒平田中線開設工事（4 工区） 鹿北町多久地内 ㈲山本建設 14,385,000

入札結果の報告（１2 月分）

　山鹿市では、｢循環型社会の構築｣ および ｢廃棄物の適正な処理｣、｢快適な生活環境の保全｣ を図るため、一般廃棄物処理
基本計画素案をとりまとめました。この素案について、市民の皆さんからご意見をいただくため、パブリックコメントを実
施します。
●受付期間
2 月 10 日㈭〜 3 月 11 日㈮まで
●素案の掲載（閲覧）場所　環境課、本庁１階ロビー、各総合支所および市のホームページ
●提出方法
・任意の様式で、郵便、ファックス、電子メールまたは環境課までご持参ください。
●意見の公表　市のホームページで公表します。
※住所、氏名、電話番号など個人情報を除き、ご意見の内容が公開されることをご了承ください。
　なお、ご意見に対する個別の回答は行いません。

一般廃棄物処理基本計画（素案）に対するご意見を募集します　問環境課　☎ 43 ‐ 7211

物品購入に係る指名競争入札参加申請を受け付けます　問財政課　☎ 43 ‐ 1119

　山鹿市が行う物品の購入について、平成 23 年度から
入札（競争見積もり含む）参加事業者の登録制度を導入
します。
　平成 23、24 年度において入札および見積もりへの参
加を希望する人は、申請を行ってください。

●受付期間　2 月 1 日㈫〜 28 日㈪
●提出方法　財政課までご持参ください。
※�申請要領などは、市のホームページに記載しています。
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Teddy s

やまが成年後見センター
設立記念シンポジウム

　成年後見制度についての理解や普及
を図るためにシンポジウムを開催しま
す。皆さんの参加をお待ちしています。
●日時　2 月 25 日㈮　
　　　  午後 1 時〜 3 時半　
●場所　山鹿市総合体育館
●参加費　無料
問山鹿市社会福祉協議会
☎ 43 ‐ 1134

ともびき塾
●日時　2 月 4 日㈮午後 3 時 45 分〜
●場所　八千代座
●内容　記念講演会
　   　　講師：中島　康夫さん
     　　 （中央義士会理事長）
 問法事の館　夢想庵
☎ 43 ‐ 2211

難病患者家族の
交流会を開催します

　鹿本地域難病友の会 ｢きずなの会｣
では、レクリエーションと交流会を開
催します。会員以外の人もお気軽にご
参加ください。
●日時　2 月 16 日㈬午後 2 時〜
●場所　山鹿健康福祉センター
●内容　からだと心ほぐしの素適な時間
●講師　上野祥子先生（熊本県レクリ
　　エーション協会生涯スポーツ部長）
●参加料　無料
●申込期限　2 月 14 日㈪
問きずなの会事務局（山鹿保健所内）　
☎ 44 ‐ 4121

　誰もが働きやすい職場を目指して、
みんなで障がい者の雇用について理解
を深めましょう。どなたでもお気軽に
ご参加ください。
●日時　2 月 17 日㈭
　　　  午後 2 時〜 4 時
●場所　山鹿健康福祉センター
●問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

障がい者就業支援
セミナーを開催します

山鹿市老人クラブ連合会
シルバー作品展の開催

　シルバー作品展を開催します。市民
の皆さんの参加をお待ちしています。
●日時　2 月 24 日㈭〜 26 日㈯
　　　  午前 9 時〜午後 5 時　
●場所　鹿本生涯学習・健康センター
　　　　ひだまり
●内容　絵画・書・水墨画・手工芸品
　　　　写真・俳句などを展示
問山鹿市老人クラブ連合会事務局
☎ 090 ‐ 5028 ‐ 3431（矢住）

やまが図書館友の会
三日月図書館見学ツアー

　佐賀県小城市の三日月図書館と隣接
する子どもセンターを視察します。
　子ども連れの参加も大歓迎です。
●日時　2 月 27 日㈰午前 9 時出発
●集合場所　カルチャースポーツセン　
　　　　　　ター駐車場
●参加料　大人 2,000 円、小学生以下
　　　　　1,000 円、幼児 500 円
●申込期限　2 月 15 日㈫
問やまが図書館友の会
☎ 43 ‐ 4332（吉田）

粟島さんまつりに
お出かけください

　粟島さんの愛称で親しまれ、昔から
婦人病や子どもの夜泣きにご利益があ
るといわれています。甘酒の振る舞い
や出店などもあります。ご近所お誘い
合わせの上お越しください。
●日時　3 月 3 日㈭午前 10 時
●場所　西牧粟島神社（山鹿市西牧）
問実行委員長（池尻）　☎ 43 ‐ 2763

　心あたたまる歌声や二胡の演奏、に
わか、合唱など。多くの皆さんの参加
をお待ちしています。
●日時　2 月 27 日㈰午後 1 時〜
●場所　鹿本生涯学習・健康センター
　　　　ひだまり
※入場は無料です。
問グループおおいちょう
☎ 080 ‐ 4277 ‐ 5523（安谷）

はーるよこい　ひだまり
チャリティーコンサート

　自分や家族が認知症になったとき、
安心して暮らせるまちづくりを地域の
皆さんと共に考えましょう。
●日時　2 月 19 日㈯
　　　  午後 1 時〜 4 時半
●場所　八千代座
●参加料　無料
●参加人員　先着 600 人
※�各家庭に配布しているチラシをご覧

ください。
問介護保険課地域包括支援センター
☎ 43 ‐ 1077

認知症フォーラムを開催します
地域みんなで考えましょう
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あんずの丘マラソン大会
春一番　楽走カーニバル

●日時　3 月 21 日㈷午前８時半〜
●場所　あんずの丘
●種目　1.5km の部　親子ペア
　　　　3km の部　小学生以上
　　　　5km の部　中学生以上
　　　　10km の部　高校生以上
※ �1.5km と 5km または 10km のダブル

エントリーできます。

排泄
せ つ

ケアに関する
講演会を開催します

　排泄に関する大切な知識を学び技術
向上を目指すために、西村かおる先生

（日本コンチネンタル協会会長）をお招
きして、講演会を開催します。
●日時　3 月 17 日㈭午後 6 時〜
●場所　鹿本生涯学習・健康センター
　　　　ひだまり
●対象者　病院、施設、在宅、関心の
　　　　　ある人など
●入場料　無料
●参加人員　先着 300 人
問サンエイメディカル
☎ 43 ‐ 7755

うつ・自殺予防の
研修会を開催します

　正しい知識をもって、悩んでいる人
を支援し、かけがえのない命を地域で
守るために研修会を開催します。
●日時　2 月 15 日㈫午後 2 時〜
●場所　鹿本生涯学習・健康センター
　　　　ひだまり
●対象者　どなたでも
●内容　
・講演　うつ・自殺予防とメンタルヘルス
・講師　後藤文正先生（山鹿回生病院
　　　　副院長）　
●参加料　無料
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

催　し

●参加料　
・1.5km　１人 800 円
・小・中学生　1,000 円
・高校生以上　3,000 円
●申込期限　2 月 15 日㈫
●�申込方法　専用の申込書（郵便払込　

取扱票）で郵便局または大会事務局　
で手続きをお願いします。

※�申込書は、観光課・各総合支所・市内
の各郵便局などにあります。

問あんずの丘マラソン大会事務局
☎ 48 ‐ 3111

●日時　2 月 12 日㈯
　　　  午後 2 時〜 5 時
●場所　鹿本生涯学習・健康センター
　　　　ひだまり
●内容
・記念講演　｢地域で子育て｣
　これからの山鹿市の次世代育成に求
　められるもの
・講師　柏女霊峰先生（淑徳大学教授）
・パネルトーク
●入場料　無料　
問子育て支援課　☎ 43 ‐ 1514

次世代育成支援フォーラム
に参加しませんか

ぼくたち　わたしたちの
まちものがたり発表会
●日時　2 月 20 日㈰   午後 10 時〜
●場所　八千代座交流施設
●内容　子どもが感じたことや考えた
ことをお話にして、劇をつくりました。
歌あり、踊りありの楽しい舞台です。
●参加料　無料

｢ゲゲゲの鬼太郎｣ 事前ワーク
妖怪迷路をつくってあそぼう
●日時　2 月 11 日㈷  午後 1 時半〜
●場所　八千代座交流施設
●内容　3 月 28 ㈪八千代座で公開する
｢ゲゲゲの鬼太郎｣ の事前ワークです。
●参加料　100 円（会員無料）
問山鹿子ども劇場　☎ 44 ‐ 6375

●受講料　無料（教科書代など別途必要です）
●申込先　管轄の公共職業安定所　
問ポリテクセンター荒尾　
☎ 0968 ‐ 62 ‐ 0179

ワカサギ釣り大会
に参加しませんか

●日時　2 月 20 日㈰
　　　  午前 6 時〜 11 時半
●場所　竜門ダム一帯
●参加費　500 円（昼食代）
●参加者　どなたでも（小中学生の参
　　　　　加は保護者同伴）
●参加人数　先着 200 人（FAX43-2688
　　　　　　による予約制です）
●申込期限　2 月 10 日㈭
※�ダムの水位により中止する場合があ

ります。
問菊池川漁業協同組合　☎ 43 ‐ 2369

義士祭りを開催します
　大石内蔵助良雄をはじめとるす赤穂
義士 17 士を供養するまつりです。
　また、午後 2 時半から ｢忠臣蔵サミッ
ト in 山鹿｣ が八千代座で開催されます。
●日時　2 月 4 日㈮午後 1 時〜
●場所　日輪寺（山鹿市杉）
問山鹿温泉観光協会　☎ 43 ‐ 2952
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フォニックス式　少人数制　入会金なし

対象：１歳児～中学生
月謝：月４回レッスン  2,000 円～ 5,000 円
年間教材費が5,000円前後別途必要です

♪無料体験・見学実施中♪

 PREP英語教室 PREP英語教室
講師：前田　澄（まえだ　さやか）
九州女学院中高大学および英国Harrogate 
Ladies’ College に学ぶ。(旧：前田英語教室 )
詳しくは、｢山鹿市　PREP｣で検索下さい。

プレップ　　    えいごきょうしつ

住所：山鹿市鹿校通３丁目１－46ー 101
電話番号：43-4580　携帯：090-9592-904１

nash925-saya315@docomo.ne.jp
http://prep-eigo-kyoushitsu.la.coocan.jp/
     ♪　お気軽にお問い合わせ下さい　♪

案内板

　健康・いきがいつくり講習会の一環
として、廃油石けん・ホウサンダンゴ・
新聞バッグつくり講習会を行います。
　60 歳以上の人の参加をお待ちしてい
ます。
●日時　2 月 16 日㈬午後 1 時半〜
●場所　鹿本ふれあいセンター
●募集人員　20 人
●参加料　300 円
●申込期限　2 月 10 日㈬
問山鹿市シルバー人材センター
☎ 44 ‐ 1850

廃油石けん・ホウサン団子
一緒につくりませんか

ポリテクセンター荒尾
職業訓練 4 月生を募集

　公共職業訓練 4 月生を募集します。
●募集科および募集人員　
①機械Ｃ A Ｄ加工科（18 人）
②金属加工科（18 人）
③建設機械科（16 人）
④ビル設備サービス科（18 人）
⑤機械加工技術科（企業実習付き）（15 人）
●募集期間　2 月 1 日㈫〜 28 日㈪
●訓練説明会　2 月 16 日㈬午前 9 時半〜
●適性検査　3 月 4 日㈮または 7 日㈪
●面接日　3 月 11 日㈮
●入所日　4 月 5 日㈫
●訓練期間　6 ヵ月（機械加工技術科 7 ヵ月）

募　集

双子塚一周リレー大会
参加者を募集します

●日時　2 月 27 日㈰午前 9 時〜
●場所　岩原古墳群内（鹿央町岩原）
●種目　低学年の部（3 年生以下）
　　　　600m × 4 人（補員 2 人まで）
　　　　高学年の部（4 年生以上）
　　　　1000m × 4 人（補員 2 人まで）
●参加料　無料
●参加資格　県内の小学生
●申込期限　2 月 16 日㈬必着
問双子塚一周リレー大会事務局

（教育委員会鹿央分室内）☎ 36 ‐ 2183

ふるさと再発見
山鹿の文化財めぐり（鹿本地区編）

　｢多種多様な文化財のある町鹿本地区｣
を、マイクロバスで回ります。
　文化財保護委員（西村・芹川先生）
の解説を聞きながら、見て学んで歴史
的魅力を再発見しましょう。

相　談

相続登記に関する
無料相談会を開催

　司法書士会では、2 月を ｢相続登記
はお済みですか月間｣ と題して、全国
一斉に相続登記に関する無料相談会を
実施しています。
●日時　2 月 19 日㈯
　　　  午前 10 時〜午後 3 時
●場所　山鹿隣保館（熊入町）
●内容　
・不動産の相続・遺言に関すること
・相続問題などに関すること　　
問熊本県司法書士会山鹿支部
　☎ 43 ‐ 8606

市役所臨時・非常勤職員
登録者を募集します

　市では、平成 23 年度の臨時・非常勤
職員登録者を下記のとおり募集します。
●職種・要件　
①事務補助（高校卒業程度でパソコン
のワード、エクセル操作ができる人）
②保育士③幼稚園教諭④児童館厚生員
⑤看護師⑥保健師⑦助産師⑧管理栄養
士（栄養士）⑨調理員⑩介護支援専門
員⑪司書
※②〜⑪は資格免許が必要です。
⑫学校業務に関する補助員
※�業務内容で資格免許などが異なります

ので、教育総務課へお尋ねください。
⑬代替職員（保育士、調理員）
※�職員の病休などによる代替職員とし

て月 10 日程度勤務できる人
●就労時間　
①臨時職員　
週 38 時間 45 分以内勤務（最長 5 ヵ月）
②非常勤職員　
週 29 時間以内勤務（最長 1 年）
※�短期事業や欠員などにより必要と

なった場合、担当課から連絡します。
●受付期間　随時
●�申込方法　市販の履歴書に必要事項

を記入のうえ、職員課へ郵送または
持参ください。

※提出された履歴書は返還できません。
問職員課　☎ 43 ‐ 1113

●日時　2 月 20 日㈰（雨天決行）
　　　  午前 9 時〜午後 3 時
●集合場所　鹿本体育館駐車場
●参加料　1,000 円（昼食代込み）
●定員　25 人（多数時抽選）
●申込期限　2 月 15 日㈫
問出土文化財管理センター
☎ 46 ‐ 5512
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公民館、社会体育施設
使用料を改定しました

　山鹿市公民館および社会体育施設の
使用料を 4 月 1 日から変更します。
●公民館　山鹿市中央公民館、山鹿地
区の地区公民館、鹿北公民館、鹿北公
民館岳間分室、菊鹿公民館、鹿本公民館、
鹿央公民館
問社会教育課  ☎ 43 ‐ 1651
●社会体育施設　市民スポーツセン
ターのグラウンドおよび体育館、鹿北
体育センター、鹿本体育館、あんずの
丘多目的体育館、菊鹿多目的研修集会
施設、鹿北グラウンド、菊鹿運動広場、
鹿本グラウンド、鹿央運動公園
問社会体育課  ☎ 43 ‐ 0090

　いよいよ 7 月 24 日までに、地上アナログ放送が終了します。
現在国では、生活に欠かせないテレビ視聴を確保するため、
生活保護世帯などへの支援として、地デジ簡易チューナーを
給付していますが、1 月から世帯全員が市県民税非課税措置
を受けている世帯も対象になりました。
　ただし、すでに地上デジタルテレビ放送を視聴されている
場合は対象になりません。
●提出書類　
・世帯全員の住民票の写し
・世帯全員が非課税であることを確認できる証明書

●支援の内容　
①簡易チューナー（1 台）を無償給付
②設置や操作の方法を電話でサポート
※�申込書は、情報企画課、市民課、税務課、各総合支所にあ

ります。
●受付期間
　1 月 24 日㈪〜 7 月 24 日㈰
●提出先
　総務省　地デジチューナー支援実施センター
☎ 0570 ‐ 023724（ナビダイヤル）

今月の納税
●固定資産税（第 4 期）
●納期限　2 月 28 日㈪

【夜間・休日収納窓口】
●夜間　2 月 24 日㈭・25 日㈮・28 日㈪
　　　  午後５時半〜 ８ 時
●休日　2 月 6 日㈰・27 日㈰
　　　　午前９時〜午後５時
●場所  本庁税務課
問税務課収納係　☎ 43 ‐ 1144

地デジチューナー給付支援が拡大されました　問情報企画課　☎ 43 ‐ 7557

農業振興地域整備計画の
変更申し出を受け付けます

　農用地区域からの除外および農用地
区域への編入を希望される人の、受付
を行います。
※�除外および編入には、法律に基づく

要件があります。
●受付期間　2 月 1 日㈫〜 28 日㈪
●受付時間　午前 8 時半〜午後 5 時
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
●場所　農林企画課（本庁別館）
問農林企画課　☎ 43 ‐ 1532

お知らせ 電子申請受け付けの
一時休止について

　くまもと電子申請窓口 ｢よろず申請
本舗｣ は、4 月 25 日㈪に新システムに
移行します。
　現在のシステムでの電子申請受け付
けは、2 月 28 日㈪で終了し、新システ
ム公開まで一時休止します。
　なお、電子申請受け付け休止期間中
は、紙による申請をお願いします。
※�詳しくは、｢よろず申請本舗｣ をご覧

ください。
http://www.shinseihonpo.kumamoto-
idc.pref.kumamoto.jp/
問情報企画課  ☎ 43 ‐ 7557

義士まつり俳句会
　義士まつり俳句会を開催します。
　日輪寺義士遺髪塔参拝の際は、参加
をお願いします。
●日時　2 月 4 日㈮
　　　  午後 1 時〜
●場所　日輪寺
問☎ 43 ‐ 5313（松下）
　☎ 44 ‐ 4380（大林）

⃞▶
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案内板

相談は無料で、秘密は固く守ります。

　税務相談　
●日時　2 月 10 日㈭
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
●場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
☎ 32 ‐ 3111

　年金出張相談　
●日時　2 月 9 日㈬・23 日㈬
　　　  市役所 1 階会議室
　　　  午前 10 時〜午後 3 時
　　　  （正午〜午後 1 時を除く）
※�年金事務所の専門官が相談を受け

ます。相談日の 5 日前までに電話
で予約をお願いします。　
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

　精神保健相談　
●日時　2 月 10 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
●場所　山鹿保健所
●嘱託医　山鹿回生病院
問山鹿保健所保　 ☎ 44 ‐ 4121
 障がい者・児ふれあい相談 
●日時　第２・４火曜日
　　　　午前９時〜正午
●場所　菊鹿健康福祉センター
問菊鹿健康福祉センター　
☎ 48 ‐ 4666

　障がい者・児相談　
●日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半受付
●場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

　認知症に関する相談　
●相談日　毎月第２・第４木曜日　
　　　 　  午前 10 時〜正午
●場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
☎ 43 ‐ 1077

定例相談 　      　心配ごと相談　

【山鹿】　
　①一般相談　2 月 4 日㈮
　②司法相談　2 月 18 日㈮
　　 （多重債務・成年後見関係）
　③心の悩み・物忘れ相談
　　　　　　　　　　　　　　2 月 25 日㈮要予約
　●場所　健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134
【鹿北】
　①一般相談　2 月 3 日㈭
　②司法相談　2 月 17 日㈭
　　 （土地・登記関係）
　●場所　鹿北老人福祉センター
　　　　　☎ 32 ‐ 2696
【菊鹿】　
　①一般相談　2 月 2 日㈬
　②法律相談　2 月 16 日㈬要予約
　●場所　菊鹿健康福祉センター
　　　  ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060
【鹿本】
　①一般相談　2 月 1 日㈫
　●場所　鹿本高齢者コミュニティセ
　　　　　ンター「親和荘」
　　　　　☎ 46 ‐ 2206
【鹿央】
　①一般相談　2 月 7 日㈪
　②心の悩み・物忘れ相談
　　　　　　　2 月 21 日㈪要予約
　●場所　地域福祉センター
　　　　　☎ 36 ‐ 3811

※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談、心の悩み・物忘れ相談
　午前 9 時〜正午
司法相談、　法律相談
　午前 10 時〜正午
問社会福祉協議会本所
☎ 43 ‐ 1134　

  仕事の相談はお気軽に  

Y一　般
①看護師　18 万 2 千円〜　
②介護職員　12 万 5 千円〜　
③医療事務　13 万千円　
④一般事務　12 万円〜 
⑤販売員　11 万 7 千円〜
⑥営業　20 万円〜　
⑦理容師　18 万 6 千円〜　
⑧鮮魚販売員　15 万円〜　
⑨旅館スタッフ　13 万円　
⑩菓子製造工　10 万 8 千円〜　
⑪養鶏農場管理者　14 万 8 百円　
⑫ 4t 車長距離運転手　20 万円〜
⑬土木作業員　17 万 5 千円〜
Yパート
①看護職　時給 750 円〜　
②介護職員　時給 720 円〜　
③店員　時給 643 円〜　
④鮮魚スタッフ　時給 670 円　
⑤一般事務　時給 650 円〜　
⑥送迎・掃除　時給 650 円〜
⑦清掃作業員　時給 650 円　
⑧フロント・配膳・掃除　時給 650 円〜
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。
なお、すでに採用済みの場合もありま
す。職業相談室は、勤労青少年ホーム
１階（市役所裏中央公民館となり）です。 
問山鹿市地域職業相談室
☎４3 ‐ 1724　

　お知らせのページに掲載を
希望する人は、原稿を希望す
る発行日の 1 ヵ月前までに、
山鹿市役所秘書課まで郵送ま
たはご持参ください。

お願い

　社会保険労務士労働相談　
●日時　２月 22 日㈫午後 1 時〜 4 時
●場所　市役所 1 階会議室
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

2
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 (曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
  6 日㈰ くりた皮ふ科医院 / 幸村医院 城北中央薬局 / 岩下薬局
11 日㈷ 武内医院 / たなか眼科医院 岩下薬局 / まつ薬局
13 日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局 / 岩下薬局
20 日㈰ 星田内科医院 / 大坂整形外科医院 城北中央薬局 / 岩下薬局
27 日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 / 松永整形外科リウマチ科 岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります。(鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。
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山　鹿　
　山　鹿　伊藤ツヤ子さん (87)　後藤　喜美さん (92)
　　　　　阿蘇品咲子さん (82)　岩下ヨシノさん (84)
　　　　　長瀬　幸助さん (85)　田尻　隆次さん (69)
　　　　　緒方　正義さん (78)　村上タマエさん (93)
　米　田　松本　輝明さん (74)　横手ヨシエさん (91)
　　　　　木庭チヅ子さん (88)
　川　辺　阪本トミヨさん (95)　松本　義光さん (89)
　　　　　古川　敏之さん (94)
　八　幡　春口　　正さん (92)　大林　友弘さん (92)
　　　　　竹熊　和利さん (43)　黒田　利明さん (62)
　　　　　山下　博孝さん (82)　武内フタエさん (98)
　　　　　山田　千鶴さん (89)
　平小城　伊豆永義孝さん (88)　甲斐　達男さん (89)
　三　岳　渡邊ハナヱさん (90)　野中　誠道さん (79)
　　　　　本田　至誠さん (86)
　三　玉　立山　幸一さん (93)　下瀬　敬子さん (82)
　　　　　坂本　春男さん (80)　池田　唯香さん (87)
　大　道　古賀　辰己さん (82)　片山すみ子さん (60)
　　　　　中村　耕三さん (66)　小川　藤雄さん (69)

12月

山　鹿
　山　鹿　阿蘇品雅彦さん♥西村　祐子さん
　米　田　松本　陽介さん♥上田　春実さん
　三　玉　茨木　陵丞さん♥迫　奈緒美さん
　　　　　赤星　　翔さん♥平田　梨沙さん
　　　　　河村　　繁さん♥磯川由香利さん
　　　　　原　　裕也さん♥亀井　美香さん
　大　道　野滿　政史さん♥西田　和代さん

　大　道　小田　　進さん (83)　川上　　孝さん (84)
　　　　　冨田モトメさん (81)
鹿　北
　岳　間　北原　大喜さん (83)　藤本　忠孝さん (81)
　岩　野　竹下　七福さん (77)　
　広　見　宮本　玉代さん (91)　富岡　友義さん (82)
菊　鹿
　内　田　冨田　　登さん (85)　永田ハヤコさん (98)
　　　　　平川マツヨさん (91)
　六　郷　前田　久人さん (95)　長野　タエさん (88)
　　　　　大久保フサ子さん (75)　井上　静男さん (97)
　城　北　金森テルコさん (78)　
鹿　本
　稲　田　髙木チヨコさん (85)　
　来　民　木庭　誠一さん (66)　木𠩤　信幸さん (79)
　　　　　田中　健吾さん (95)　豊田　　正さん (77)
鹿　央
　千　田　木本カノエさん (97)　坂本　幸子さん (45)
　　　　　冨田　　幸さん (88)　西村　因夫さん (76)
　米野岳　青井　義憲さん (76)
　山　内　杉村　益光さん (83)　前田　義元さん (78)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿　濱本　翔

しょうた

太さん　髙山　大
だ い き

輝さん
　　　　　永田　柚

ゆ う な

那さん　樋口　玲
れ な

菜さん
　　　　　川上　莉

り の

乃さん　田畑　怜
れ い な

奈さん
　　　　　田原　　楓

かえで

さん　渡邉　蒼
そ う し

志さん
　　　　　本並　綾

りょうま

真さん　永山　怜
れ な

奈さん
　米　田　黒田　晟

せいりゅう

龍さん　財津　芽
め い

生さん
　八　幡　福岡　莉

り こ

來さん　山室　大
そ ら

空さん
　　　　　構木　優

ゆうしん

心さん
　三　玉　松尾　壮

た け る

琉さん　森川　龍
りゅうひ

陽さん
　　　　　松山　哲

てっしん

士さん

※�12月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載
希望者分を掲載しています

鹿　北
　岳　間　黒田　典弥さん♥鵜木　　綾さん
菊　鹿
　城　北　井上　竜介さん♥牧野　成美さん
鹿　本
　稲　田　川中　　晃さん♥松本　香菜さん
　来　民　小西　達輝さん♥南正覺千鶴さん
　　　　　豊田　宏明さん♥厳　　　玲さん
鹿　央
　千　田　森川　和仁さん♥前田　朱穂さん

　大　道　岩下　結
ゆ う や

哉さん　山崎　笑
し ょ あ

空さん
　　　　　吉原　佳

か ほ

秀さん　石井　琴
こ と は

羽さん
　　　　　船津　鈴

す ず の

乃さん
鹿　北
　岳　間　黒田　結

ゆ あ

愛さん　鬼塚　尚
な お と

斗さん
　広　見　中村　星

せ い や

也さん
鹿　本
　稲　田　小崎　慎

し ん ば

馬さん　芹川　惺
せ い な

南さん
　　　　　森山　蓮

れ ん と

仁さん
　来　民　園田ひかりさん
鹿　央
　千　田　立岡　陸

り く と

翔さん



＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）

■人の動き
人口 53 人減りました 57,120 人
男性 24 人減りました 26,927 人
女性 29 人減りました 30,193 人

世帯数 6 世帯減りました 21,155 世帯
〜14歳 12.4 ％ 7,055 人
15歳〜64歳 57.5 ％ 32,866 人
65歳〜 30.1 ％ 17,199 人

12 月末現在 ( 増減は前月末比 )
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エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

あ
と
が
き

♥
ど
っ
ち
が
雪
だ
る
ま
？
と
聞
か
れ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
姿
で
、
年
末
か
ら

雪
が
降
る
た
び
作
っ
た
雪
だ
る
ま
。
無

心
に
な
れ
る
瞬
間
で
す
よ
ね
。
す
べ
て

覆
い
被
せ
た
銀
世
界
を
見
て
い
ろ
い
ろ

と
初
心
に
返
ろ
う
と
心
に
誓
っ
た
私
で

す
。
こ
の
心
が
雪
ど
け
し
な
い
よ
う
春

を
迎
え
た
い
も
の
で
す　
　
（
北
）

♣
年
明
け
早
々
に
、
原
因
不
明
の
発
熱

で
１
週
間
寝
込
み
ま
し
た
。
咳
も
出
な

い
、
の
ど
も
痛
く
な
い
、
お
腹
の
調
子

も
絶
好
調
。
な
の
に
熱
が
…
毎
日
病
院

で
点
滴
を
打
ち
、
薬
を
飲
み
ま
し
た
。

先
生
は「
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で

し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。
病
名
が
は
っ
き

り
し
な
い
病
気
は
、
何
と
も
不
安
な
も

の
で
す
。
今
は
完
治
し
て
元
気
に
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
健
康
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
卓
）

材料　　　4 人分
米４合、クリ（ゆでたもの）120 ｇ、さけ 180 ｇ、
ゴボウ約 80 ｇ、しいたけ 5 ～ 6 枚、ニンジン 50 ｇ、
きゅうり 160 ｇ、レタス適宜（水菜代用も OK）
卵焼き 76 ｇ、かまぼこ適宜（つや出し程度）、のり
適宜　

●酢飯に混ぜ込む調味料
　（砂糖 80 ｇ、酢 144cc、塩 8 ｇ）
●具材に混ぜ込む調味料
　�（うす口しょう油 90cc、濃い口しょう油 90cc、
　砂糖 70 ｇ）

作り方　　　
①ニンジン、ゴボウ、しいたけは食べやすい大きさ

に切る。鍋で炒めながら、火が通ったと思ったら
水を入れて、薄口しょう油、濃い口しょう油を湯
のみ一杯（80㏄）と砂糖 70 ｇを入れて味を調える。

②卵焼き、きゅうり、レタス、かまぼこは食べやす
い大きさにきっておく。

③ご飯が炊き上がったら、酢飯に混ぜ込む調味料を
入れ、混ぜ合わせる。

③に①を入れ混ぜたあと、きゅうり、レタス、さけ、
クリを混ぜる（食べる直前が良い）。

※皿に盛る時に、のりや卵焼き、かまぼこを上に乗
せて彩りよく盛りつける。

栗入り鮭
さ け

ちらしずし

　「
新
鮮
な
野
菜
の
味
を
そ
の
ま
ま
味
わ
え
る
料
理
」
が
お
ふ
く

ろ
の
味
の
基
本
形
で
す
よ
ね
。「
し
ょ
う
ゆ
は
、
湯
飲
み
１
杯
分
入

れ
る
と
間
違
え
な
い
よ
」
と
レ
シ
ピ
で
は
伝
え
き
れ
な
い
「
目
分

量
」
が
お
ふ
く
ろ
の
味
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
も
の
で
す
。
今
回

は
、
野
菜
不
足
な
現
代
人
に
ぴ
っ
た
り
の
山
の
幸
の
野
菜
を
た
っ

ぷ
り
使
っ
た
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

　菊鹿のクリを熊本県で一番にした相良地区で、昭和
60年に「クリをもっと利用しよう」と地区の女性 6人
が立ち上がりました。会員も減りましたが 26年間、菊
鹿といえば「栗だんごがおいしいところ」と有名にし
たのは、変わらぬ真心があるからだと思えます。

山鹿市生活研究グループのみな
さんに毎月、山鹿で採れた農産物
を使った料理を紹介していただ
きます

菊鹿生活研究グループ　栗の実会
左から、栗原とよ子さん、原口静子さん、
飯川睦子さん

環
境
保
護
印
刷
製
品

「
水
な
し
印
刷
」認
証
番
号
S33


